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3 コンクリートの種類と強度 ２設計基準強度（Ｆｃ） （Ｎ／㎜）種類適用箇所 スランプ（㎝）
（６．１．３）（６．１．４）

○・ 普通 ・16　・18 ・12　・15　・18捨て（均し）コンクリート

○・ 普通 ・15　・18・18　・21　　土間コンクリート

○・ 普通 ・15　・18・18  ・21  　・24 　 ・29　  ・30　  ・33基礎・基礎梁・１階床

○・ 普通 ・18　・21・18  ・21  　・24 　 ・29　  ・30　  ・33柱・梁・床・壁１Ｆ～２Ｆ

○・ 普通 ・18  ・21  　・24 　 ・29　  ・30　  ・33 ・18　・21柱・梁・床・壁３Ｆ

柱・梁・床・壁４Ｆ～ＰＨＲ ・18　・21・18  ・21  　・24 　 ・29　  ・30　  ・33○・ 普通

・18  ・21  　・24 　 ・29　  ・30　  ・33 ・18　・21

○・ 普通 ・18 ・12　・15　・18押えコンクリート

調合強度＝設計基準強度（Ｆｃ）＋供試体強度の割増（⊿Ｆ＝３Ｎ）＋温度補正（Ｔ）4 調合強度 （６．４．５）

※下記のコンクリートは（⊿Ｆ）、（Ｔ）の摘要を除外する。

※押えコンクリート及び捨て（均し）コンクリート

・
国土交通大臣官房官庁営繕部監修

※設ける（下記による）・設けない　(敷地形状に留意し、搬出搬入を含め支障がないこと) 5 温度補正 ※気温によるコンクリート強度の補正値（Ｔ）は下記による。（表６．４．１）
2 品質計画 打ち込み期間 １０月１０日～１１月２４日及び３月１日～４月１８日 １１月２５日～２月２８日

※法人開設準備室 ２ ２※備品等は監督職員の指示による 温度補正値　Ｔ　 ３ （Ｎ／㎜） ６ （Ｎ／㎜）・　３５㎡程度(敷地外)
３6 コンクリートの強度試験 試験回数　　※共通仕様書による（１回（３本セット）／１５０ｍ　毎）

供試体の圧縮強度試験 養生方法 材令 試験場（６．１０．４）

試練りの調合強度の確認試験 ○・ 標準養生　・現場砂中養生 ○・ ７日又は２８日 ○・ 公的試験場　・民間試験場

調合強度の管理試験 ○・ 標準養生　・現場砂中養生 ○・ ７日　○・ ２８日 ○・ 公的試験場　・民間試験場

構造体強度の推定試験 ・７日　・２８日 ○・ 公的試験場　・民間試験場・標準養生　・現場砂中養生

必要に応じて定める型枠取外し時期の決定 ○・ 公的試験場　・民間試験場○・ 標準養生　・現場砂中養生

※発生材の処理は、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理および清掃に関する法律、建設廃棄物処理
コンクリートの仕上り及び型枠 ※せき板の材料（※厚さ１２㎜）コンクリート型枠用合板の日本農林規格品7

（表６．２．４）（６．２．５） 種別 コンクリート表面の打放し仕上げの仕上がり程度等 参　　考

○・ Ａ種 目違い、不陸等の極めて少ない良好な面　　（化粧打ち放し仕上げ部分） １種の表面加工品

○※ Ｂ種 目違い、不陸等の少ない良好な面をグラインダー掛け等により平滑に調整 １種の表面加工品以外
（ 　 ）箇所

・Ｃ種 打放しのままで、目違いばらいを行ったもの ２種（普通型枠）

※床型枠用鋼製デッキプレ－トの使用は監督職員の承諾を得ること

※スリーブに用いる材料は共通仕様書による。但しやむを得ない場合、監督職員の承諾を受けて紙チューブを使用することができる。（表６．９．１）8 スリーブの材料

型枠の存置期間 （６．９．５） ※共通仕様書による　9

※設計基準強度（Ｆｃ）が２７Ｎ／㎜2　以上、３６Ｎ／㎜2　以下の普通コンクリートについては共通仕様書による10 高強度コンクリート （６．１５）

11 その他 ※止水板　センターバルブ型　範囲：ピット外周部および防火水槽・雨水層の外周部

※（注）埋戻し及び盛り土は、各層３００㎜程度ごとに締め固める。 1 鉄骨製作工場 （７．１．３） ※監督職員の承諾する製作所・全構連（・Ｈ・Ｍ・Ｒ・Ｊ）グレード以上　・鉄建協（・Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）類以上

2 鉄骨製作管理技術者 （７．１．４） ※適用する　　・適用しない
※構外搬出適切処理

鋼材 （７．２．１） 鋼材の材質・規格等 ※ＪＩＳ規格品　・規格品以外3

鋼材（規格名称） 種類の記号 （材質） 使用箇所

○・ ＳＳ４００　　・ＳＳ４９０　・ＳＳ５４０ キャノピー骨組○・ 一般構造用圧延鋼材

キャノピー母屋○・ ＳＳＣ４００○・ 一般構造用軽量形鋼

・ＳＴＫＲ４００・ＳＴＫＲ４９０・一般構造用角形鋼管

・ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０・一般構造用炭素鋼管

・ＳＮ４００（・Ａ・Ｂ・Ｃ）　・ＳＮ４９０（・Ｂ・Ｃ）・建築構造用圧延鋼材

キャノピー柱○・ ＳＴＫＮ４００（・Ｗ○・ Ｂ）　・ＳＴＫＮ４９０Ｂ○・ 建築構造用炭素鋼管
　 　 　 　

・ＳＭ４９０（・Ａ・Ｂ・Ｃ）　・ＳＭ５２０（・Ｂ・Ｃ）・ＳＭ５７０・溶接構造用圧延鋼材

・ＳＮ４００（・Ａ・Ｂ・Ｃ）　・ＳＮ４９０（・Ｂ・Ｃ）・建築構造用圧延鋼材

・建築構造用冷間成形角形鋼管 ・ＢＣＲ２９５ ・ＢＣＰ２３５・ＢＣＰ３２５

・ＳＤＰ１　・ＳＤＰ１Ｇ　・ＳＤＰ２　・ＳＤＰ２Ｇ・デッキプレート

※トルシア型高力ボルト　　　セットの種類　※２種（Ｓ１０Ｔ）　　（７．２．２）5 高力ボルト

普通ボルト ○・ ＪＩＳ型高力ボルト　　　　セットの種類　※２種（Ｆ１０Ｔ）　　

アンカーボルト ○・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト　セットの種類　※１種（Ｆ８Ｔ相当）　

○・ 普通ボルト セットの種類 ※並型六角ボルト（４Ｔ） ・

○・ アンカーボルト セットの種類 ・並型六角ボルト（ＳＮＲ４００Ｂ） ・露出型弾性固定柱脚工法

6 工作一般 （７．３．１） 現寸図　　※必要に応じて作成する。

7 溶接接合 （７．６．２） 溶接施工管理技術者　　　　 ※置く　　　 ・置かない

（７．６．７） 目隠れとなるエンドタブ　※５～１０㎜残して切除（共通仕様書による）

見掛りとなるエンドタブ　※切除する（共通仕様書による）

（７．７．８） デッキプレ－トの溶接　　 ・焼抜き栓溶接（ＱＬ等） ・アークスポット溶接

スカラップ ※新スカラップ型とする。 ・図示による

試験数8 溶接部の試験 （７．６．１１） 試験の種別 試験箇所 備考

完全溶け込み溶接部 第３者検査機関※全数・浸透探傷試験

完全溶け込み溶接部 第３者検査機関・社内100％　第三者30％※超音波探傷試験

・

表１８．３．１
9 錆止め塗装 （７．８．３）

部位・適用 種別 塗料の名称 規格番号

・鉛丹さび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２２
・屋外・鉄面 ※Ａ種

・亜酸化鉛さび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２３

・塩基性クロム酸鉛さび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２４

※シアナミド鉛さび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２５

※Ｂ種・屋内 ・一般用さび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２１

・Ａ種 ・鉛酸カルシウムさび止めペイント ＪＩＳ　Ｋ　５６２９
・亜鉛めっき面

※Ｂ種 ・変性エポキシ樹脂プライマー ＪＡＳＳ　１８　Ｍ－１０９

耐火被覆材の種別、性能 種別　　・ラス張りモルタル塗り　　・耐火被覆材　　・耐火材張り10

（７．９．２）
・性能

・ （７．１０．３）アンカーボルトの埋込み工法 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・露出型弾性固定柱脚工法（・ベースパック　・ハイベース）11

柱底均しモルタル工法12 （７．１０．３） ※Ａ種（無収縮モルタル）　・Ｂ種（参照　鉄骨設計標準図）

鋼材の溶融亜鉛めっき13 （７．１２．３） 種別　※Ａ種（軽量形鋼は、板厚によりＢ種・Ｃ種とする）

14 その他 ※その他の事項については、別紙「鉄骨設計標準図」による。
工事関係図書9 （１．２．１～）

1 適用箇所 種類の記号コンクリートブロック（提出書類）

・間仕切壁、地下二重壁、外壁、Ｈ２．２ｍ以下の塀 空洞ブロック１６ （Ｃ種　普通ブロック）（８．２．２）（８．３．２）

・外壁の化粧積み 空洞ブロック１６－Ｗ （Ｃ種　防水ブロック）（８．３．７）

・設備配管用ブロック積み（ライニング） 空洞ブロック０８ （Ａ種　普通ブロック）

壁の配筋 ※下記による ・図示による

用途 主筋 配力筋 補強筋

※内壁 Ｄ１０－４００＠ Ｄ１０－４００＠ ※張壁の交差部及び端部（開口部）

※外壁 Ｄ１３－４００＠ Ｄ１０－４００＠ の補強筋はＤ１３とする。

ＡＬＣパネル2 種類 厚さ 単位荷重（Ｎ／㎡） 工法種別（８．４．２～６）11 完成時の提出書類 （１．７．１）
・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・外壁用 ※１００　・１２５　 ・１１７７　　　・１９６１
・Ｅ種A

L
C ・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・間仕切用 ※６３７※１００　・１２５　
・Ｆ種　・Ｇ種（６．２．４）

・屋根用 ※１００　・１２５　 ※９８１ （８．４．６）による

・床用 ・１００　・１５０ ・２３５４　　　・３５３０ （８．４．６）による

※図示以外のＡＬＣパネル受材は、ＡＬＣパネル工事とする。

押出成形セメント板 （８．５．２～５）3 ※厚物（厚さ３５㎜以上） 種類　　※無石綿タイプ（タイプⅡ）分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）
施工箇所 厚さ（㎜）表面形状 取付工法 耐火性能・カラー

・外壁 ※フラットパネル ・３５　・５０　・６０ ・Ａ種 ・２時間耐火 ・１時間耐火　　　　※キャビネ版 外部（　　）内部（　　） 3 ※100×125以上
・デザインパネル（図示） ・５０　・６０ ・Ｂ種 ・３０分間耐火　　　　※べた焼

・タイルベースパネル ・６０ ・無し　　　（他に外観正面1カットのみ5枚（カラーキャビネ版）提出）

・間仕切り ※フラットパネル ・３５　・５０　・６０ ・Ｂ種 ・無し・カラー半切木製パネル 外部（　　）内部（　　） 3

・デザインパネル（図示） ・５０　・６０ ・Ｃ種 ・２時間耐火 ・１時間耐火　　　　324×400（mm）

・タイルベースパネル ・６０ ・３０分間耐火・電子データ 外部（　　）内部（　　） 3 ※200万画素以上

※300dpi以上 ・２種１．４～１．７ 種類　　※無石綿タイプ・薄物（厚さ３５㎜未満）

施工箇所 表面形状 厚さ（㎜） 耐火性能

30地下2重壁・ ※フラットパネル ・ ・無し
３

・デザインパネル（図示） ・有り（　　　　　）　　　　　（ただし､建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）
4 その他

Ⅰ　建築工事仕様書
１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（最新版）（以下標準仕様書）による。
２　特記仕様

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。
（２）特記事項は○印のついたものを適用する。○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。○印と※印のついた場合は共に適用する。
（３）項目に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目を示す。　
（４）材料及び製造所等の記載は順不同である。

①現場説明書　②特記仕様書　③設計図　④共通仕様書
※設計図書優先順位

※本仕様書は、建築物等の新築及び増改築等に係わる建築工事に適用する。
・工事写真の撮り方（改訂第二版）建設編
・工事協定書

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。
    ※風速（Vo＝　　　　　　　）
    ※地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
    ・積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

適用範囲

適用基準等

1

※積雪量30cm

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

（１．３．３）

（１．２．２）

（１．１．１）

3 電気保安技術者

（１．１．１３）発生材の処理等4

指針、その他関係法令によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い適切に処理し監督職員に報告する。

※廃棄物の処理を委託する場合には、運搬と処分についてそれぞれの許可業者と「建設廃棄物処理委託契約書」に

より書面で委託契約を締結しなければならない。また、契約締結後は速やかに建設廃棄物処理委託契約書の写し

を工事監督員に提出しなければならない。

※産業廃棄物が委託内容どおり処理されたことを確認するものとして、「産業廃棄物管理票（マニフェスト）」を

使用しなければならない。また、運搬車両ごとに処分（中間処理）が済み次第、速やかにＡ票、Ｂ２票、Ｄ票の

写しを工事監督員に提出し、最終処分等については、確認出来次第、速やかに確認資料（Ｅ票等）の写しを、工

事の完了に関係なく、工事監督員に提出するものとする。

※工事着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出し、工事監督員の承諾を得ること。

※竣工検査時までに「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を提出すること

・引き渡しを要するもの（ ）

）・現場において再利用を図るもの（

・再生資源化を図るもの　　・コンクリート塊　　　・アスファルトコンクリート塊　　　　・建設発生木材

・特別管理産業廃棄物（図示による）

※本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。

ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

※現場に搬入した材料は、種別ごとに監督職員の検査を受ける。

※設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳのマーク表示のある材料並びに規格、基準等の規格証明書が添付された材料

は、設計図書に定める品質及び性能を有したものとして取り扱うことができる。

（１．４．１）建築材料等

材料の検査等

5

次の1）から5）を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、

　　　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、

　　　発散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　規制対象外

　　　①JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　　③下記表示のあるJAS規格品

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　第三種

　　　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　③旧JISのEo規格品

　　　④旧JASのFco規格品 

化学物質を発散する建築材料等6

※建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。特別な材料の工法

化学物質の濃度測定

7

8

　監督職員に報告する。

・監督職員と協議した対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、

測定物質 ※ホルムアルデヒド ※アセトアルデヒド ※トルエン ※キシレン ※エチルベンゼン ※スチレン ・パラジクロロベンゼン

測定箇所（室）

測定法　　・検知管法　・検知紙法　・定電位電解法　・吸光光度法

　　　　　※高速液体クロマトグラフ法（ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド）及び

　　　　　　ガスクロマトグラフ法（トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン）

採取方法　※拡散方式（パッシブ方式）　・吸引方式（アクティブ方式）

・　工事着手届

※提出部数は各　　　部

・　総合施工計画書

・　工事日報

・　出荷証明書

・　工事写真

・　設計図　Ａ３版観音開き製本（・意匠、構造図　・設備図）を各　　部、（・意匠  ・構造図  ・電気図  ・機械図）を各　　部　

・　実施工程表

・　工種別施工計画書

・　質疑応答書

・　工事完了届

・　保証書（メーカー及び施工業者の連帯）

・　現場代理人届

・　下請人名簿

・　コンクリート調合表

・　引渡書

・　監理（主任）技術者届

・　施工図等

・　各種材料試験成績表

・　建築証明書

・　施工体制台帳、施工体系図

・ＣＡＤデータは有償で配布する。（五会合協定による）ＣＡＤデータ10

※竣工図　Ａ３版観音開き製本を各　　部、（・意匠、構造図　・設備図）とし、原図と共に提出。３

※施工図　Ａ３版観音開き製本を各　　部、（・意匠、構造図　・設備図）とし、原図と共に提出。２

原図：設計図書の原図訂正を可とする。（・ＣＡＤデータによる場合は、協議のこと） ・ＣＤ－Ｒにて提出

※保全に関する資料を提出する。 ・建築物等の保守に関する説明書

・官公署届出書類

・機器取扱い説明書

・主要な材料・機器一覧表・機器性能試験成績書

提出部数は各　　　部

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者

完成写真12

・適用する ・適用しない（１．５．２）技能士

・設備機器の取合等の検討できる施工図を提出して承諾を受ける。設備工事との取り合い

・｢営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）｣による。

・工事に関する苦情等の窓口を明確にし、事前の工事説明を行うこと。また、万一苦情等が生じた場合、

　速やかに監理者に報告するとともに、その指示に従い対応・対策を行うこと（近隣対策費を見込むこと）

（中高層条例における2Hの範囲内。ただし、工事説明会等で調査を求められた場合は調査対象とする）

・家屋調査を行うこと

・確認図の他、各課協議書等の関係書類により関係機関と協議の上、書類提出、工事、検査立会をして、許可等をうること。

・通常規模の式典は、原則請負者の負担とする。

※竣工が夏季又は冬季等、季節的要因により設備機器などが設計意図に基づく稼動データが得られない場合は、

　竣工引渡し後においても、所定の季節に合わせて試運転、調整等を行い、データの提出を行うこと。

工事写真

近隣苦情等

その他12

16

15

14

13

1

2

3

4

5

監督職員事務所

及び法人開設準備室

工事用水

工事用電力

表示板及び仮囲い

その他

（２．３．１）

・１号　　

１０㎡

・２号　　

２０㎡

・３号　　

３５㎡

・４号　　

６５㎡

・５号　　

１００㎡

・備える備品

　ヘルメット、防寒着、事務机、椅子、テーブル、本棚、ロッカー、コンベックス、インターネット環境

・ＷＣ

構内既存の施設　　　　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できない

構内既存の施設　　　　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できない

・仮囲い（・成形鋼板Ｈ＝２ｍ・波形亜鉛鉄板Ｈ＝１．８ｍ・有刺鉄線Ｈ＝・１．５ｍ）延べ約　　　　ｍ

・門　　（・シートゲート　・パネルゲート）　Ｗ＝10ｍ × Ｈ＝3ｍ

・表示板、法人看板、設計事務所看板は監督職員の指示による。

・山留め等の工法は請負者の任意工法とし一切の責任は請負者が負うものとする。

・杭打設他重機作業のため、仮設計画においては重機作業経路および設置箇所周辺に地盤改良を見込むこと。

・杭打設他重機搬入等に際しては事前に東京電力と協議すること（高圧電線との安全離隔の確保等）

※根切り底は、地盤を撹乱しないように掘削し、かく乱した場合は適切な処理を定め監督職員の検査を受ける。

種別・Ａ種（山砂及び良質花崗土の類）・Ｂ種（根切土の中の良質土）・Ｃ種（他現場の建設発生土の中の良質土）

　　・Ｄ種（再生コンクリート砂）

根切り （３．２．１）

（３．２．３）

（３．２．５）建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

その他4

3

2

1

・（・構外　・構内）指示の場所に堆積

・（・構外　・構内）指示の場所に敷き均し

・構外指示の場所に処分

・「土砂の排出、たい積の規制に関する条例」に基づく土壌調査を行い届け出ること。

試験杭及び試験掘削 （４．２．２） ※位置・本数は、基礎伏図による。また、仕様は、本杭と同じとする。

工法　　※　特定認定杭工法

※プレボーリング工法にて、先に試験掘削を行い地層を確認する。

既製コンクリート杭　地業

1

2

（４．３．１～５）

※杭施工管理技術者を置く
杭の種類 ※全て構造図による

品質

種類の記号

寸法（Ｄ㎜×Ｌ㎜）

継手の箇所数

先端部の形状

　○※ ＨＳＣ２Ｓ杭

　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　※開放形

　　　　　　　　　箇所

構造図による

構造図による

構造図による

　○・ ケムン工法

構造図による

構造図による

構造図による

継手の方法　　※アーク溶接　（半自動溶接） ・無溶接継手

杭頭の処理　　※行わない ・行う

場所打ちコンクリート 工法　　・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法

杭地業　（４．５．１～４）

※杭施工管理技術者を置く

3

掘削深さ（ｍ）

断面寸法（ｍｍ）

※図示による

※図示による

３ｋｇ／ｍ

コンクリート設計基準強度　　　　　※２１Ｎ／ｍｍ2

コンクリートの種別

水セメント比の最大値

所要スランプ

粗骨材の最大寸法

単位セメント量の最小値

備考

㎝

㎜

・Ａ種

６０％以下

１８

２５（砕石の場合２０）

３１０

無水堀り 左記以外

３４０

５５％以下

※Ｂ種

表４．５．１

※コンクリートの種類　※普通コンクリート

※調合強度には温度補正、強度の割増しは不要。

※直接基礎の場合試験堀を行い、地層地質の確認を行う。 ・スウエーデンサンデング地質調査１０個所行う

（４．６．６）

（４．６．５）

その他

捨コンクリート事業

（４．６．２～４）

床下防湿層

砂利地業

地質確認　　4

5

6

7

8

使用材料　※切込み砂利、切込み砕石又は再生クラッシャランとし粒度はＣ－４０程度とする。

※使用箇所は（・建物内土間下全域　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）とする。

・土間フォーム（旭ダウ同等品）Ｂ－２　ｔ＝５０防湿フィルム付

・ポリエチレンフィルム等で厚さ０．１５㎜以上、重ね幅縦横共２５０㎜以上

屋内1Ｆ土間下

厚さ　・６０㎜　　※図示による５０mm

地盤改良　施工上必要な場合　※地質調査資料（構造図）を参照のこと。

1

2

3

4

5

鉄筋

溶接金網

鉄筋の継手

圧接完了後の試験

その他

（５．２．１）

（５．２．２）

（５．４．１）

（５．４．９）

※その他の事項については、別紙「鉄筋コンクリート設計標準図」による。

※抜取り試験　（※超音波探傷試験　・引張り試験）

※外観試験　　（全圧接部）

※ガス圧接継手（D19以上）

寸法

※ 重ね継手（D16以下）（D29以上の場合　・ガス圧接　・特殊継手）

施工箇所（　屋上押えコンクリート　）※ 4.0φ×100×100

※ SD295A

※ SD345

・ SD390

・

・

・

D29～

D19～D25

D10，D13，D16

種類の記号 径(㎜） 使用箇所

1

2

コンクリートの類別

材料及び調合の条件

（６．１．３）

（６．１．５）

※普通コンクリート　　　・軽量コンクリート　（・１種　・２種）　

レディーミクストコンクリートの類別　　※Ⅰ類（ＪＩＳ表示許可工場）　・Ⅱ類

セメントの種類 ※　普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

・高炉セメントＢ種（使用する場合は監督員と協議）

砕石と砕砂の種類　※　Ａ種　

※　混和材　　　フライアッシュ，高炉スラグ微粉末叉は膨張材（ＪＩＳ規格品）

※　混和剤　　　ＡＥ剤，ＡＥ減水剤（ＪＩＳ規格品）叉は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ相当品）

・早強ポルトランドセメント

骨　材

混和材料（６．３．５）

（６．３．３）

（６．１）（６．２）（６．１１）

※材料及び調合の条件

単位水量の最大値

単位セメント量の最小値

水セメント比

所要空気量

塩化物総量規制

気乾単位容積重量

細骨材の塩分含有量

粗骨材の最大寸法

アルカリ総量

(kg/m3)

(kg/m3)

(%)

(%)

(kg/m3)

(t/m3)

(%)

(mm)

普通コンクリート

※ 185　・ 200

※ 270

※ 65以下　（Ｂ種：60以下）

※ 4.5

※ 0.3以下 　・ 0.3～0.6以下

※ 2.3程度　

※ 0.04以下　 ・ 0.04～0.1以下

※ 25（砕石の場合20）

※ 3.0ｋｇ／ｍ3　以下

軽量コンクリート

※１８５　・２００

※３２０

※３４０（常時土、水に接する部分）

※５５以下

※５

※０．３以下　・０．３～０．６以下

※１種１．７～２．１

※０．０４以下　・０．０４～０．１以下

※１５

※３．０ｋｇ／ｍ　以下

７

鉄
骨
工
事

※
構
造
図
に
よ
る

８

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
　
　
パ
ネ
ル
工
事

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

※
構
造
図
に
よ
る

※
構
造
図
に
よ
る

項　　　　目章 特　　　記　　　事　　　項

１

一
般
共
通
事
項

２

３

４

５

６

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

鉄
筋
工
事
 
※
構
造
図
に
よ
る

地
業
工
事
 
※
構
造
図
に
よ
る

土
工
事

仮
設
工
事

建築工事特記仕様書

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
non scale A-002特記仕様書1
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※ﾒｰｶｰ指定材料による

※ﾒｰｶｰ指定工法による

各階ﾊﾞﾙｺﾆｰ排水溝　ﾊﾄ小屋天端　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

4

・　DI－1

・Ｃ種

・車寄せパネル2.0

・Ｂ－２種

・

・屋内床点検口　600□　簡易密閉型

・１０

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ　　・タッチスイッチ

・ガスケット

6

・造作用集成材

1

・１００

3

玄関縁石・

種　別

（9.2.2､3）（表9.2.3～8）

（保護非断熱）

（保護断熱）

（露出断熱）

・　AⅠ－2

・　A－2

施工箇所断熱工法の断熱材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt35

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt35

厚　さ （　　　　　）

施工箇所

種　別 ・AS－1　・AS－2

（9.3.2～4）（表9.3.1）

仕上げ塗料塗り 使用分類

・カラー

・シルバー ※非歩行

・軽歩行

・S－F1

・S－M1

・S－F2

種　別 厚さ（mm）

（9.4.2､3）（表9.4.1）

・S－M2

・S－M3

※1.2　・　

※2.0　・　

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・　

・Y－1

※適用する　・適用しない

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

Ｘ－1の脱気装置

備　考施工個所種　別

・X－1

・Y－2

・X－2

Y－2工法の保護シート

（9.5.2､3）（表9.5.1､2）

2　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　m 当たり1箇所）

シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

下表以外は、標仕表9.6.1による （9.6.2）（表9.6.1）

5

6

漏水試験と防水補償 ※水張試験を行う　　防水保証年限（　　　）年とし、防水施工業者と請負業者との連帯保証書を提出する。

6 その他

石工事1 　品質　※１等品（床以外）　※２等品（床）※天然石

施工箇所 種類・産地・名称 仕上の種類

・

・

・

・・

浴室 ・本磨き・水磨き・粗磨き・ＪＢ仕上

・本磨き・水磨き・粗磨き・ＪＢ仕上

花崗岩

花崗岩

花崗岩・玄関ホール靴ずり

・本磨き・水磨き・粗磨き・ＪＢ仕上

・

（１０．２．１）

2 テラゾ張り 種石の種類　　※大理石　　　　・　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

形状・寸法　　※図示

3 壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　・行う

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

内壁石張り

　工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　・乾式工法

　石裏面処理　　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

床及び階段の石張り4

（10.2.1）（表10.2.2）

（10.3.2､3）（10.5.2､3）

（10.4.2､3）（10.5.2､3）

（10.6.2）

（10.1.5）

1

（１１．１．３）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 外壁　※図示による他、下記による。

水平方向垂直方向

柱の両側又は開口端部上下及び中間３～４ｍ程度

柱形の両端及び中間３～４ｍ程度
各階ごと打継目地の位置

柱形のない場合

柱形のある場合

屋内　※屋内のタイル張りにおいては、入隅部及び建具枠周囲に伸縮調整目地を設ける。

外装壁タイル

外装床タイル

内装壁タイル

内装床用タイル

参考商品名

・

・

・

・

タイルの種類

・

・

・

・

・

・・

・・

・・

参考商品名

・

・

タイルの種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

その他

・

・

（１１．２．１～３）材料2 外装用

内装用

役物使用箇所
・内装

・外装

・出隅　・天端

・一体成形品（標準曲がり）・接着成形品

保水剤、既調合モルタル、化粧目地用調合モルタル

タイルの見本張り　　　　・行わない　　・行う

タイルの見本焼き　　　　・行わない　　・行う

　※監督職員の承諾を受けたもの

　※大判にて作成

2 張り付け用材料 既製調合モルタル

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

保水率

（％）

単位容積質量

標準時 温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

曲げ強さ接着強さ（N/mm ）

（N/mm ）（ kg/l ）

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

2

2
（11.2.3）

3 壁タイル張りの工法 内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

4 陶磁器質タイル型枠先付け工法

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.1）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

　金属製タイル先付け用パネル

・

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

種　別

※タイルシート法

木材の断面寸法 ※木材の断面を表示する寸法は、引出し線で部材断面（横寸法×縦寸法）が示されている場合はひき立て寸法とし、

　寸法線で部材寸法が記入されている場合は仕上がり寸法とする。

（１２．１．３）

2 木材 （１２．２．１） 木材の品質 ※日本農林規格品（ＪＡＳ） ・

※構造材及び下地材の等級は下記による。

使用箇所

小屋材及び吊木受けが丸太の場合

化粧の場合の和室の柱の見掛かり

上記以外の構造材及び下地材

等級

※上小節

※２等

・

・

・

備考

針葉樹の造作用製材

素材

針葉樹の構造用製材

心持材の場合は背割りを行う

皮はぎ材

針葉樹の下地用製材※２級

使用樹種 ・

・

・構造材、下地材造作材

・

・

・

・

※造作材の等級は下記による。

使用箇所

生地のまま又は透明塗料塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

部材名称

枠、額縁、敷居、鴨居、框の類

押入、戸棚等の内面造作の類

※Ａ種

上小節（見掛かり面）

小節

小節

・Ｂ種

小節

小節

小節

※樹種は図面内特記による他は、下記による。 ※代用樹種の使用　　※認める　　　　・認めない

区分 代用樹種樹種

・松

・杉

・ひのき

構造材

ひのき、ひば、米ひ、米ひば、台ひ、から松、米松、米つが

ひば、米ひ、米ひば、台ひ

もみ、つが、米つが、米とうひ、米赤杉、米もみ、えぞ松、とど松

造作材

下地材、壁、天井下地、野地板

軒回り材、畳下、下張用床板等

・杉

・松

・ひのき

・杉

・松

もみ、米とうひ、米つが、米もみ、えぞ松（米杉及び米赤杉）

ひのき、ひば、米ひ、米ひば、台ひ、米つが

ひば、米ひ、米ひば、台ひ

もみ、つが、えぞ松、とど松、米つが、米もみ、米赤杉、

ソ連えぞ松、米杉

（注）造作材の（米杉及び米赤杉）は、不透明塗料塗りをする場合に限り代用できる。

タモ

ナラ

・　杉

主要用途

手すり、笠木、カウンター

敷居、框、階段踏板、床板

鴨居、長押、落し掛け

柱

※１等　・２等

※１等　・２等

※１等　・２等

※１等　・２等

単材・たも　・しおじ

面材・ひのき・杉

面材・ひのき・杉

面材・ひのき・杉

単材、面材の厚さ

１０～１５㎜以上

　　１．５㎜以上

　　０．６㎜以上

　　１．２㎜以上

※構造用集成材（構造用大断面集成材、構造用集成材）に関しては、別記による。

・化粧はり造作用集成材

・化粧はり構造用集成柱

規格・品質区　　分 単材、面材の樹種（１２．２．２）集成材3

防腐・防蟻処理5 行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造用集成材

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　防腐処理　・行わない　　※行う（※標仕12.2.8（Ｃ）による　　・図示　）

　防蟻処理　※行わない　　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　　　）

　防虫処理　・行わない　　※行う（ラワン材を使用する場合、ＪＡＳ規格品の保存処理Ｋ１）

（12.2.8､9）

6 床板張り （12.7.1）（表12.7.1）

※無し

下張り用床板

床板

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

・板張り　

・縁甲板

フローリング及び縁甲板張り床　　　

※規制対象外　　・第三種

※ひのき　　　　・　

1

・

板厚（mm）

・

屋根葺形式 長尺金属板の種類

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

・

※0.4　

屋根葺工法　　　※図示

下葺材料　　　　※アスファルトル－フィング940　　　・　

図示

一文字葺

段葺

（13.2.2､3）（表13.2.1）

2 折板葺

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形状（mm）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

長尺金属板葺

3 とい 材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

　　　　　　　　　・建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP）

Ｇ

Ｇ

　　　　　　　　　・室内竪樋：音ナイン（耐火）

　　　　　　　　　・カラーVP　一般雨樋

鋼管製といの防露　・行う　（表１３．６．５）　　　　・行わない　　　・屋内のみ行う（13.5.3）（表13.5.5）

（13.5.2）（表13.5.1）

（13.3.2､3）（表13.2.1）

とい受け金物　　　※市販品（表１３．６．２）ＳＵＳ製

掃　除　口　　　　※有り（図示）　　　　　・無し

鋼管製といの防露巻工法部等の処理

（１３．６．３） 高さ（ｍｍ）　　床　　　※１５０ｍｍ　　

防露部　　　　　ステンレス（ＳＵＳ３０４、厚さ０．２ｍｍ）で被覆する

　　　　　　　　天井　　※　３０ｍｍ　　

防露を行わない場合　ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床、天井共）

表１３．６．５

・スレート波板葺、粘土瓦葺については共通仕様書による。5 その他

・雪止め　　　※設置する　　・設置しない

・SUS304

（１４．１．３） 引抜き耐力の確認試験　※機械的簡易引試験機　　

・接着系（ポリエステル系、エポキシアクリエート系、エポキシ系）

※設計用引張強度：メーカーによりアンカー筋の母材強度が保証されたもの

施工箇所種類施工箇所種類

・２Ｂ程度

・鏡面仕上げ

表面処理

無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化塗装複合皮膜

種別

・Ｂ－１種（無着色）

・Ｂ－２種（カラー）

（９＋７）

（９＋７）

施工箇所

Ｂ－２種の色彩　　・ブロンズ系　・ブラック系　・ステンカラー系　

（１４．２．１）

（１４．２．２）

一般部

・

・ＨＬ程度

アルミニウム及びアルミニ

ウム合金の表面処理

ステンレスの表面仕上げ

後施工アンカー1

2

表面処理方法

溶融亜鉛メッキ

電気亜鉛メッキ

種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

種類

２種

２種

２種

２種

２種

２種

記号又は等級

ＨＤＺ５５

ＨＤＺ４５

ＨＤＺ３５

５級

４級

３級

最少板厚㎜

４．５以上

３．２以上

１．６以上

－

－

－

施工箇所地域

海岸帯

工業地帯

標準

屋外ボルト

屋内一般

屋内簡易

（１４．２．３）鉄の亜鉛めっき4

軽鉄天井下地 ※天井ふところ1.5ｍ以上の場合は吊ボルトの補強を行う。

　屋外軒天井及びピロティ－天井補強　　　・あり（図示）

　耐震補強　　　　　　　　　　　　　　　・あり（図示）

5

※プレス

伸縮継手　　※設けない　　　・設ける（施工箇所は図示）

種類

・スパンドレル形

・パネル形

製法

・押出し

・ロール

材種

・

表面処理

・Ｂ－１種

施工箇所 厚（㎜）　　　その他

・

・・

・曲加工

（１４．６．２～３）

・スチール ・ふっ素焼付け

・アルミ製

金属成形板張り

・図示による ・アルミ製笠木 （１４．７．２～３）

手すり及びタラップ

（14.2.1）（14.8.2､3）（表14.2.2）

タラップ ・鉄

※ステンレスSUS304 ※研磨無し　・　

手すり ・鉄

種　　類 材料の種別 表面処理

※ステンレスSUS304 ※HL程度　・鏡面程度　　　 ・　

亜鉛めっき　外部　※C種　　・　

　　　　　　内部　※E種　　・　

亜鉛めっき　内外部　※C種

　　　　　　　　　　・　

・アルミ手すり（ステンカラー）

7

8

9 その他

・ルームクーラー室外機吊インサート　スチール（M10）500×500　※吊ラックは設備工事

吸水調整材の製造所　

（１５．２．２） 防水剤（防水モルタル塗りの混入剤） ※監督員の承諾する製造所

※監督員の承諾する製造所

種類 施工箇所

・

・

標準厚さ （㎜）

・せっこう系

（１５．１．７） ※コンクリートの打継ぎ部、せっこうラスボード類の継目等、ひび割れのおそれのある箇所には、プラスター塗り

の場合は、しゅろ毛、パーム、ガラス繊維状ネット等を伏せ込み、モルタル塗りの場合は、メタルラス張り等を

行う。

２　仕上がり面でのむらは目視により支障がない程度にする。

３　平たんさは、３ｍにつき７㎜以下とする。

養生　※セルフレベリング材塗り後７日以上放置する。ただし、気象条件等により硬化状態が良好な場合は、

監督職員の承諾を受けて、期間を短縮することができる。

（１５．３．２）

（１５．４．２～３）

（１５．５．２） 防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

・ロックウール吹付け（乾式工法） ・図示による（１５．７．１～３）

呼び名種類

・薄付け仕

上げ塗材

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水型外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｗ

通称

アクリルリシン

じゅらく

弾性リシン

溶液リシン

繊維壁

参考使用メーカー・品番等

・

・

・

・

・

（１５．５．２）

・

・

・

セメントスタッコ

セメントスタッコ

アクリルスタッコ

・外装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｅ

・厚付け仕

上げ塗材

ス
タ

コ
ッ

状

・

・

・

・

・

・

・

・複層仕上

塗材

・
耐
候
型
１
種

・
耐
候
型

種

耐
候
型

種
２ ３

※

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水型複層塗材ＣＥ

・防水型複層塗材Ｅ

・防水型複層塗材ＲＳ

ポリマーセメントタイル

アクリルタイル

シリカタイル

エポキシタイルＲＥ

エポキシタイル

弾性吹付タイル

・

・

パーライト、ひる石

パーライト、ひる石

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材

仕上塗材

その他 ・建具廻り充填モルタル詰めの防水剤及び凍結防止剤は資料を提出し承諾を受けること。

※床コンクリート直均し仕上げの床面の仕上がりの平たんさは、次による。

１　壁の幅木廻りは、３ｍにつき２㎜以内とする。

・セメント系

・１０

防火材料

ロックウール吹付け

仕上げ塗材仕上げ

ひび割れ防止

モルタル塗りの下地処置等

床面の仕上がり

セルフレベリング材塗り4

3

2

1

6

5

7

8

・ＳＫ化研　日本ペイント

・

※性能等級等

耐風圧性

気密性

水密性

枠見込み（㎜）

表面処理

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ｓ－４（旧等級表示２００）

・Ｃ種

・Ｓ－６（旧等級表示２８０）

・Ａ－３（旧等級表示８）

・Ｗ－４（旧等級表示３５）

・

・Ｗ－５

（１６．１．３）（１６．２．２～４） ○・ Ｓ－５（旧等級表示２４０）

○・ Ａ－４（旧等級表示２）

○・ Ｗ－５（旧等級表示５０）

・Ｂ－１種（無着色）※Ｂ－２（色調・ブロンズ　・ブラック　・ステンカラー・　　　　　）

アルミニウム製建具1

※網戸等防虫網の材質　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）　※ガラス繊維入り合成樹脂製品　・合成樹脂製

・防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　　・Ｔ－２　　・Ｔ－３　　・Ｔ－４

・断熱ドアセット、断熱サッシの遮熱性の等級　・Ｈ－１　　・Ｈ－２　　・Ｈ－３　　・Ｈ－４　　・Ｈ－５

・耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　・Ｄ－１　　・Ｄ－２　　・Ｄ－３　　・Ｄ－４

製作所2 鋼製建具

3 鋼製軽量建具

4 ステンレス製建具 （１６．５．３～５）

（１６．３．２～５）

（１６．３．２～４）

※図示による

※図示による

※図示による

製作所 角出し曲げは一般曲げで可とする

製作所

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5 自動ドア開閉装置 （１６．８．３）

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

センサの種類開閉方法

※スライデイングドア

・スイングドア ※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※建具材の含水率種別 ・Ａ種（１５％以下） ※Ｂ種（天然１８％、人工１５％） ・Ｃ種（１８％以下）

製作所※図示による （ ）

※電動式シャッターには原則として、障害物感知装置を設置する。

※図示による 製作所 （ ）

）

）

（

（

製作所

製作所

※図示による

※図示による

※シーリング材は特記なき限りシリコーン系とする。

建具の種類 材種

防火戸のガラスとめ材は、建築基準法に基づく

防火性能の認定を受けた条件による

鋼製・ステンレス製

アルミニウム製

品質規格　　　共通仕様書の規定による材料

※網入り板ガラス等の小口処理は、ガラス用防錆塗料又は防錆テープを用い防錆処置を行う。

鍵箱　　　　　※設ける　　　　　　・設けない

マスターキー　※制作する　　　　　・制作しない※図示による

※ホルムアルデヒド放散量はＦｃｏとする。

（１６．６．１～４）

（１６．７．１～４）

（１６．１３．２）

（１６．１３．２）

（１６．１０．２～５）

（１６．１１．２～５）

（１６．１２．５）

・ガスケット

・シーリング材

・シーリング材

木製建具

ガラス

ガラスとめ材

建具金物

重量シャッター

軽量シャッター

オーバーヘッドドア

障害物感知装置

11

10

12

13

詳細図による

6

7

8

9

4 塗膜防水

アスファルト　　　※3種　　　・4種 （9.2.2）

（9.2.2）

（露出非断熱）・　D－1

・　BⅠ－2 床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

断熱工法の断熱材　　　　　　　　　　ただし、ノンフロンのもの Ｇ

立上り部の保護

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

日本アスファルト防水工業協同組合仕様

（9.2.5）

（露出断熱）・　DI－2

　　　　　　　　　・カラーアルミ既製品：玄関車寄せ

・LIXILｴｲｶﾞｽﾄｰﾝ45二丁掛（ﾊﾞﾙｺﾆｰ手すり壁）

LIXIL アコルディＧ 100角（機械浴室）

LIXILルシエル100角（機械浴室）

・浴室天井t1.5

・７０

車寄せ屋根　ﾘﾍﾞｯﾄﾙｰﾌ(ｱﾝｶｰ固定)

・屋内天井点検口　450□　アルミ製　   か所　（ ※ 額縁タイプ　　・ 目地タイプ ）

・ＳＫ化研　日本ペイント

・ＳＫ化研　日本ペイント

屋上、屋上広場

1 アスファルト防水

3

2

合成高分子系ルーフィングシート防水

改質アスファルトシート防水

・SUS304

左
官
工
事

10

石
工
事

11

タ
イ
ル
工
事

12

木
工
事

○

13

屋
根
お
よ
び
樋
工
事

14

金
属
工
事

15

16

建
具
工
事

９

防
水
工
事

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
A-003non scale特記仕様書2



※建具表による

14

・ビニルクロス：ＡＡクラス（東リ、リリカラー、サンゲツ）

・不燃・準不燃・難燃

・ロックウール吸音ボード1号

13

3

※ガラス飛散防止フィルム　　

ＳＯＰの塗料の種類

金属系

16 ガラス用フィルム

17　錠

その他

カーテンウォール

2

1

材料1

2 素地ごしらえ

3 床用塗料塗り

4 防塵用塗料塗り

張り面 性能値名　　称 種　類

※内張り　・外張り 飛散防止率　D1第2種

品質　JIS A 5759による　　

・機能性フィルム

・クレッセント

・　ダブルロック ・　開放制限・キー付 （外部解除装置およびキー付）

・　電気錠

・カード式電気錠　　・テンキー式電気錠

※通電時施錠型

設計図書に定める以外の仕様は、監督職員の承諾を受けて、カーテンウォール製作所の仕様とすることができる。

※耐風圧性

耐震性

・層間変位追従性能

・設計用水平震度

・設計用鉛直震度

・水密性

その他の性能　　図示による

　　　　　　金属材料の種類（見掛かり部分の仕上げ）

　　　　　　　・アルミニウム製（・Ｂ－１種　　・　　　　　　　）

　　　　　　　・鋼製（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　・ステンレス製（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　・ＰＣカーテンウォール

種類　　・メタルカーテンウォール

・

○・ Ｗ－４　　・Ｗ－５　　

・Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・Ｓ－６

素地ごしらえ工程の種別

・木部　　　　　・不透明塗料塗り（※Ａ種　・Ｂ種）

　　　　　　　　・透明塗料塗り　（・Ａ種　※Ｂ種）

・鉄面　　　　　・上塗材が下記のいずれかの場合　（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種）

　　　　　　　　・その他　　　　　　　　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種）

・亜鉛めっき面　・上塗材が下記のいずれかの場合　（※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

　　　　　　　　・上塗材が多彩模様塗料（ＥＰ－Ｍ）の場合　（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

　　　　　　　　・その他　　　　　・鋼製建具面　　　（※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・鋼製建具面以外　（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

・コンクリート　・ＡＬＣパネル及び押出成形セメント板面

　　　　　　　　・上塗材が下記のいずれかの場合　　　　（※Ａ種　・Ｂ種）

　　　　　　　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

・モルタル、プラスター面　　　　　　　　　　　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

・せっこうボード及びその他ボード面　・継目処理工法面　（※Ａ種　・Ｂ種）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/m 以上とする

材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　　主剤2回塗とし、総塗布量は0.25kg/m 以上とする。

(17.1.3)(17.2.2～6)

(17.3.2～6)

（１８．２．２～７）

※１．０　　　

※０．５　　　

・１／２００　

・気密性

・耐火性

・耐温度差性

・遮音性

・断熱性

・Ｔ－３　・Ｔ－４

○・ Ａ－３　　・Ａ－４　　

○・ Ｔ－１　・Ｔ－２

（㎡ｈ℃／ｋｃａｌ）

（℃）

時間

　　　　　　　　　2液系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｱｸﾘﾙ(2-UE)、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-ASE)、常温乾燥型フッ素樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-FUE)

　　　　　　　　　2液系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｱｸﾘﾙ(2-UE)、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-ASE)、常温乾燥型フッ素樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-FUE)

　　　　　　　　　2液系ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｱｸﾘﾙ(2-UE)、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-ASE)、常温乾燥型フッ素樹脂ｴﾅﾒﾙ(2-FUE)

塗装種別と略号

塗装業者

その他

4

5

6

ビニル床シート

ビニル床タイル

及びゴム床タイル張り

1

屋外，屋内共　※１種　・２種

品質規格　共通仕様書の規定による材料

種類

・ビニル床シート（発泡層無）熱溶接工法

・

記号 厚さ（㎜）

※ＮＣ

・ビニル床シート（発泡層付）熱溶接工法

・

－

・ホモジニアスビニル床タイル ＨＴ

・・

・ ・・

・・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・軟質コンポジションビニル床タイル

・

・半硬質コンポジションビニル床タイル

・ゴム床タイル ・・

ＣＴ

ＣＴＳ

・・

・・

・・特殊機能床材

○・ ビニル巾木（ソフト巾木）

・ ・

参考メーカー・品番等

・視覚障害者用誘導床材

・3.0

・ワイド巾木（ロング巾木）　H=300～350

※水廻りのビニル巾木及びﾛﾝｸﾞ巾木は、床シート巻上げとする。ジョイント箇所等は溶接処理のこと

※巻上げ端部はアルミ金物押え

H=60・100

（１９．２．２～３）

ＯＰ

ＳＯＰ

ＣＬ

ＦＥ

ＶＥ

ＡＥ

ＵＣ

クリヤーラッカー

ウレタンワニス

マスチック塗料

略号 塗装種別

日本建築学会ＪＡＳＳ１８にて示す

油性調合ﾍﾟｲﾝﾄ

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ

ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ

ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ

○

○

○

○

○

木質系

○

○

○

ﾓﾙﾀﾙ
ﾎﾞｰﾄﾞ系

○

○

○

○

金属系 略号 塗装種別

２－ＵＥ

油性ステインＯＳ

多彩模様塗料

２－ＵＥ

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ

ＥＰ－Ｍ

ＥＰ

２－ＡＳＥ

２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ

常温乾燥形ﾌｯ素樹脂ｴﾅﾒﾙ

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂エナメル

木質系
ﾓﾙﾀﾙ
ﾎﾞｰﾄﾞ系

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

適用下地適用下地

（１８．４．２）

・カット、ループパイル併用

・ループパイル

・カットパイル・A種

・B種

パイル形状種　別

6 （19.3.3､4）（表19.3.1､2）

・柄物（標準品）

・

備　考色柄等

※無地

・タフテッドカーペット

工　　法

・グリッパー工法

パイル長（mm）

（19.3.3､4）（表19.3.2）

・C種

・織じゅうたん

・ループパイル

パイル形状

・カットパイル

・カット、ループ併用

※全面接着工法

備　考

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

※5～7　 ・　

※4～6　 ・　

カーペット敷き

・タイルカーペット （19.3.3）（表19.3.2）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・防滑仕上げ　　

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　　別 仕上げの種類

7

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

パイル形状 種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（mm）寸法（mm）

フローリング張り8

　※規制対象外　　・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

備　考

合成樹脂塗床

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

（19.4.2､3）（表19.4.1～7）

（19.5.2～7）（表19.5.1～4）

（19.4.2）

※500×500

・

種　　別 樹　種 工　法 仕上げ塗装等 備　考

※天然木化粧複合フローリング

・単層フローリング

・・ ・

・・ ・

・ひのき

※塗装品

・無塗装品

（19.5.2）ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・ 第三種

畳敷き

下地の種類 畳の種別

ポリスチレンフォーム床下地（・ノンフロン　　）

ポリスチレン

フォーム床下地材

標仕表12.5.1による床組　

9

10

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95

（19.6.2）（表19.6.1）

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

※6.5

・

・ノンフロンのもの

　　　　・　

※Ｂ種　　・　

※Ｃ種　　・　

Ｇ

Ｇ

・直貼りフローリング 材料表による

・厨房床

・OAフロアー部

・一般部

・釜場周辺：耐熱床（図示）

　（木目）

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

せっこうボード

その他のボード張り

11

GB-F

GB-L

GB-S

（19.7.2）（表19.7.1）

DR

0.8FK

HW

NW

吸音材

種　　類 JISの記号

RW－B

GW－B

12

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

厚さ（mm）

（表19.7.1）

GB-D

壁紙張り （19.8.2）

（表18.2.4）（表18.2.7）素地ごしらえ

　せっこうボード面　　　　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

施工箇所
紙

繊維

（織物）

プラ

（ビニル）

その他

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質
防火性能

壁紙の種類

　モルタル、プラスター面　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種 （19.8.2）

備　考

GB-R

GB-NC

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

12.5（不燃）

9.5（不燃） 　　　　　　化粧無（下地張り用） 

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

9.5

12.5（不燃）　15.0（不燃）

JIS K 6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・メラミン樹脂化粧板

・普通合板（難燃処理）

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

種　　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

・

・

・

・

・

・

NF・硬質木片セメント板

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（化学繊維）

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

※25　　･　

※25　　･　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・GB-H ・9.5（不燃）

MDF

HB

IB

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

　※規制対象外　　・第三種

　※適用する　　　・適用しない

・素地MDF（RS）化粧MDF（・DV・DO・PC）

・無研磨板VN　    ・研磨板VS

・素地　・RN－HB　　・RS－HB

・T－IB ・A－IB　　    ・S－IB

・ミディアムデンシティ

・単板張り

・ハードボード（素地）

・インシュレーションボード

　ファイバーボード

（19.7.2）（表9.6.1）

　パーティクルボード

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      ・　

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・2.5　 ・3.5　 ・5　 ・7

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

※キッチン前壁、SK用ライニング前面 ※脱衣室の天井

※檜浴室の天井・壁

○

※グラスウール吸音材24k　t50（LGS用）

・断熱材兼用型枠

断熱材14

・押出法

　ポリスチレン

・現場発泡断熱材

種　類

※2種b

※3種b

（スキン層付）

・　

・　・

・接地部分

※断熱材補修部分

施工箇所

※一般部

難燃性※3級　・2級

厚さ（mm） 品質等

浴室天井材15

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

市販品

回り縁は樋付き

とし、製造所の

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※アルミニウム製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

※200

幅（mm）

（19.9.2､3）

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

※ノンフロンのもの

※ノンフロンのもの

  ※規制対象外　　・第三種

・特定フロンを

　保温板

　フォーム 　使用しないもの

・特定フロンを

　使用しないもの

　　　・難燃材料相当品

Ｇ

Ｇ

16 腰壁材 木目調腰張材

※30

※居室1階床下

Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板（Ａ-ＸＰＳ-Ｂ-3Ｂ）

※30

（ピットワークＰＷ-30） ※ノンフロン 3種ｂ

※30

・外壁内側及び吹返し ・　20

標準品とする。※塗装品

・木目調

・硬質塩ビ製

・100

※300

・木目調

・5,000N

移動間仕切

遮音性能 表面仕上げ

・一般タイプ

トイレブース 表面仕上げ材

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

階段滑止め

形　　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

3

4

5

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

材　　種　　ステンレスSUS304

1

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

階段手すり 種　　別 施工箇所

黒板及び

　ホワイトボード 色　彩種　類 備　　考

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

6

7

寸法（mm）

フリーアクセスフロア

・溝構法

・溝構法

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

幅（mm）　約35

（20.2.2）

（20.2.4）

（20.2.5）

（20.2.6）

（20.2.8）

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

可動間仕切2 （20.2.3）

空調用吹き出しパネル　　　※無し

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル1枚につき40mm×80mm程度の開口

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　耐震性能5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの

　開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・ ※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

表面仕上げ材耐荷重性能

操作方法

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

・なし

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・3,000N

・3,000N

・3,000N

・5,000N

・5,000N

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

※鋼板

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヶ所以上

（※0.6　・0.8）

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

・集成材クリアラッカー仕上げ・一般手すり（廊下等）

※笠木：木粉混合半硬質樹脂（芯材アルミ押出し型材） 階段、廊下、食堂の独立柱壁（図示）

・一般

・浴室
・外部用

・内部用

・ビニレーン

グラウッドD432GM、AF-55（ナカ工業）

S-37（ナカ工業同等品以上）

・共用トイレ

・居室トイレ

・浴室、脱衣室：NS-T

ナカ工業

AZ3000-DP

（外部利用の場合タイヤ無）

寸法（mm）　　・図示　　・　8 鏡 （20.2.9）

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

その他：雑工事（家具図参照）

表示 衝突防止表示　 （20.2.10）9

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

　　（・両面　・片面）

　　・無し

表示標識、案内用図記号についてはJIS Ｚ 8210による

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

10 ・煙突用成形ライニング材煙突ライニング （20.2.11）

　最高使用温度　　・650℃　　・400℃

・キャスタブル耐火材

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※400℃

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横型

・縦型

・操作棒式

・1本操作コード

※2本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅（mm）

（20.2.12）ブラインド11

※ギヤ式　　・コード式

種　類

防炎性能　※有り

施工箇所 備　 考
電動 手引

装　　置

（20.2.13）ロールスクリーン12

・ ・

・ ・

・ ・

片引
施工箇所

ひも引

装　置

電動引分

形　式

手引
ひだの種類 性　 能 備　 考

（20.2.14）カーテン13

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

カーテンレール 材　種　※アルミニウム製（ダブルレール）　　・ステンレス製

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

15 ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

（20.2.14）

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－1　・Ｂ－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・図示 木製80×150 （主要な居室） オレフィンシート貼

16 耐震スリット 方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

※25×10　　・　 ※25×10　　・　

17 止水板 形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

寸　法

製造所

18 ・天井点検口

・壁点検口 材　質　・塩化ビニル製ビニールクロス仕上450×450、

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）床点検口19

20 鋼製書架及び物品棚

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 JISによる種類

・4種　・5種　・6種

JIS S 1039の規格による ・1種　・2種　・3種

21 かぎ箱 市販品

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

22 くつふきマット 市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

材　　   種    ・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

奥行き（mm）   ・約450　　・約600

種　類

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

・流し台

・

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※優良住宅部品

 ・

※市販品

バックガード ※有り

ステンレス製 ※1段式

寸法（Ｌ＝　mm）

屋内掲示板

洗面カウンター

24

25

流し台ユニット23

・可動式

・

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　　類 材　　質 備　　考

※500

※500

・800

・800

高さ（mm）

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

防煙垂れ壁 ・固定式

材　　質 備　　考高さ（mm）厚さ（mm）

26

・

※6.8

・900

※家具図参照

※家具図参照

・ミニキッチン

・1800 パイプタイプ

・ライニング天端：ポストフォームｔ20

枠の材質　　・アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り（マグネット仕様）

※木製（各部詳細図参照）

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

（19.2.2）

床タイル

ブロックパターンはJIS T 9251による

　　注意喚起用床材）

（誘導用及び

視覚障害者用

色彩は黄色を原則とする

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

　　　　・レジンコンクリート製　　　

27

・東リ　ﾎｽﾋﾟﾘｭｰﾑNW同等品

・4.5 ・東リ　ｱﾝﾀﾞｰﾚｲｼｰﾄ

・東リ　消臭NSﾄﾜﾚNW（便所）

・

1F事務室

表面材

・

・

※鋼板

※鋼板

厚さ（mm）

・更衣室（男、女）姿見：400×1500

居室洗面台前：W600×H900

共用WC、洗面台：W600×H900

※サイン工事参照

・アルミ製（ナカ工業ｳｫｰﾙﾊｯﾁWHA450×450仕上）

屋　内　※塩化ビニル製（ﾅｶ工業/ｶﾞｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟTﾀｲﾌﾟ同等）　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

　　　　・点字鋲（ﾅｶ工業/ｶﾞｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟRﾀｲﾌﾟ同等）

・市販品（塩ビ製　押出し型材）

・なら ・釘どめ工法（C種）

※接着工法

・

・1200 ※1800

・2.8

・2.8

AAクラス

・　東リ　防汚防臭腰壁シート(モール材コーナー出隅材共)同等品

25・1階スラブ下

φ32 AF-55（ナカ工業）

（１８．１．３） 屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

※事務所入り口

17

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

18

塗
装
工
事

19

20

ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
他
の
工
事

ｶｲﾀﾞｰ/131号Bﾀｲﾌﾟ(ﾚｰﾙ付)単色　同等以上

内
装
工
事
 
※
別
紙
記
載
に
よ
る

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
A-004non scale特記仕様書3



・消火器

材　　質　　※アルミニウム合金製旗竿28

材　種　ステンレス製SUS304旗竿受金物29

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

フェンス30

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

屋外掲示板31

※サイン工事参照

車止め支柱32

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　H＝GL＋700mm

33 材質

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

形状・寸法　　　　※図示

収納家具

※家具図参照

材質　・アルミ　・ステンレス

・ジョイント金物

エキスパンション34

※外構工事参照

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・10　・12

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

製造所

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

耐火性能　　　　・有り（１時間）　・無し

防水型　※外部　適用する　　※内部　適用しない

35 その他

・ピクチャーレール

・コーナーガード

・平面詳細図、雑詳細図参照

・平面詳細図、各部詳細図参照

・天井伏図による

排水管 排水管用材料

B形（ゴム接合）※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）材　　種 管の種類

1

※外圧管（※1種　・2種）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

車道部の排水管の敷設 （21.3.1）（21.3.3）

・硬質塩化ビニル管 ※VP　　・VU

・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管 ・REP－VU Ｇ

　　　※図示

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

排水桝及びふた 鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

適用荷重種　　類

埋戻し土

2

3

・T－14用

・T－20用

・T－2用

・T－6用

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）※B種　　・　

グレーチングふた

・鋼製

・ステンレス製 ※平形　　

※凹凸形　　

・凹凸形　　

上面形状

・かさ上げ用ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き

・

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

種　類形　式 適用荷重

・Ｕ字溝用

・T－20用

材　質 メンバーピッチ

・細目

（21.2.2）

・雨水集水枡（グレーチング蓋共） （設備工事）

・Ｕ字側溝

4 浸透管及び浸透桝 製造所

5　雨水貯留槽

・A種　　※B種　　・C種　　・D種盛り土に用いる材料1 （22.2.3）（表3.2.1）

遮断層及び

凍上抑制層の材料

2 （22.2.2､3）・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　

　　　　　　　　　厚さは図示

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

路床安定処理 ※添加材料による安定処理3 （22.2.2､3）（表22.2.2）

3

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　添加量　　　　kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

路床土の ※行う（※乱した土　・乱さない土）4 （22.2.5）

支持力比試験

路床締固め度の試験 ※行う5 （22.2.5）

路盤材料

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

6 ※再生クラッシャラン（RC－40）

・クラッシャラン（C－40）又はクラッシャランスラグ（CS－40）

（22.3.3）Ｇ

（22.4.3）

アスファルト舗装

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

※無し　・有り

※無し　・有り・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

7

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.4）（表22.4.6）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　 （22.4.6）

（22.4.5）

Ｇ

開粒度アスファルト

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　コンクリート舗装8 （22.5.3）

注入目地材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　 （22.5.3）（表22.5.3）
溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

（22.5.3､4）

（22.5.6）

透水性舗装 アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う9 （22.6.6）（22.4.6）

排水性舗装 アスファルト混合物

　・改質アスファルトⅠ型　　※改質アスファルトⅡ型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

適用時期 種　　類

下記以外

冬期

PKR－T1

PKR－T2

10 （22.7.3）（表22.7.2）

（22.7.3）（表22.7.3）

（22.7.6）

11

300×300×80

（22.8.2､3）

（22.8.2､3）

厚さ（mm）

厚さ（mm）寸法（mm）

※80　・100

車道部　※80　・　

歩道部　※60　・　

※60※300角

色彩及び表面加工等種　　類

・

※標準品

誘導、注意喚起用は黄色系とする

・透水性ブロック（P）

※普通ブロック（N）

・植生ブロック（V）

・誘導、注意喚起用ブロック

・インターロッキングブロック舗装

種　　類 目地材

※砂　　

・ ・モルタル・透水平板（P）　

※普通平板（N）　

・コンクリート平板舗装ブロック系舗装

インターロッキングブロック

セメント

品　　質　　・　　性　　能項　　　目

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

着色材料

混和材料

骨材

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

長　　さ 幅 厚　　さ

・

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り

・・

種　　類 基　層

12

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

＋5～－1

※80～100　・　

寸法許容差（mm）

厚さ（mm）

圧縮強度（N/mm ）

曲げ強度（N/mm ）

透水係数（cm/sec）

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

JIS R 5210ポルトランドセメント、JIS R 5211高炉セメント、

JIS R 5212シリカセメント、JIS R 5213フライアッシュセ

メント、白色ポルトランドセメントとする。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブ

ロックの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

（22.8.2､3）

路面標示用塗料

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

・1種

・2種

※3種1号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150 塗料総質量に対して

5%以下

施工方法

種類 施工 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

適用

※1.0

・

5.0以上

3.0以上

4.0以上

32.0以上

17.0以上

1×10  以上

材
　

　
　

料

-2

2

2

※B種　　・　

Ｇ

Ｇ

　樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・C種

・B種

・D種

※A種・12以上

・3以下

・7超～12未満

・3超～7以下

整備範囲樹木の樹高（ｍ） 工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm） 整備範囲

※行う　・行わない ※植栽範囲　　・図示

樹木の植栽基盤整備 芝及び地被類1 （23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

※20　　・　

※100　　 ・　

※80　　　・　

※60　　　・　

※50　　　・　

※緑化計画図参照

ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層とする。

植込み用土2 （23.2.3）

土壌改良材3 （23.2.3､4）※適用する

　施工箇所　※植栽範囲　　・図示

支柱材4 （23.3.2）※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

※幹巻き用テープ　・わら及びこも幹巻き用材料5 （23.3.2）

種類　※こうらい芝　　・野芝芝張り6 （23.4.2）

吹付けは種用種子等 ※洋芝類　　・クローバー7

8 地被類 ※コンテナ栽培品

建築物緑化 屋上緑化システム

2

Ｇ9

   管理方法による区分　　・省管理型　　・管理型     

　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/m

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　かん水方法　　　　・自動　　・手動　　・手撒き

立水栓4カ所

　透水層、保水層及び排水層等

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/m ・ｈ以上
2

　耐荷重性能

　　省管理型：3×10 N/m 以上の載荷重で異常のないこと。
4 2

4 2
　　管 理  型：最大有効土層厚の荷重の1.5倍以上かつ3×10 N/m 以上の載荷重で異常のないこと。

　耐根層の材料

　  合成樹脂耐根シート（厚さ0.3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　植込み用土　　製造所の仕様による

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

1 エレベーター工事

ダムウェーター工事2

○・ 図示による

○・ 図示による

○・ 図示による

○・ 別途工事

避難用滑り台工事3

厨房設備工事4

その他5 ・隣接家屋及び調査要望のあった家屋については家屋調査を行うこと

・工事期間中の電波障害は施工者負担にて対応のこと

・トイレモックアップ作成（手摺・紙巻器等の位置を確認）

・100

※細目　　

※細目　　

・雨水貯留槽

※現場発生土の良質土　　　・客土（・畑土　※黒土H100）

・土壌汚染対策法に規定する地盤調査をおこなうこと

21

排
水
工
事

22

舗
装
工
事

23

植
栽
工
事

24

そ
の
他
工
事

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
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●印をつけたものを適用する

８

７

６

５

４

３

２

１

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

９

２２

２３

２４

建
築

衛
生

空
調

電
気

施
主

別
途

備考

備考

接続桝ならびに蓋は
衛生工事

上水道・下水道・ガスの引込工事負担金

上水道・下水道・ガスの加入納付金等

電力引込工事負担金

電気使用申請費、電話引込事前協議費

上水道・下水道・ガス申請費

引渡しまでの自家用電気工作物の申請及び受電立会費用

工事用仮設電源引込工事

引渡しまでの基本料金・使用料金・保安管理費用

工事用仮設上水道・下水道・ガスの引込み及び基本使用料金

各種試運転の為のガス・油等の燃料費

構造躯体の貫通スリーブ及び箱入れ

スリーブ及び箱入れの躯体補強

スリーブ及び箱入れの穴埋め補修

鉄骨スリーブ、スリーブ入れ及び補強

各種機器の基礎及び仕上げ

各種機器の設置に伴う躯体補強

各種機器のアンカー取付及び穴埋め補修７

６

５

４

３

２

１

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

１

２

コンクリート槽類（防水・仕上げ・断熱共）

コンクリート槽類の連通管・通気孔・人通孔

コンクリート槽類の排水管・通気管

コンクリート槽類のマンホール・タラップ等

浄化槽・地下埋設オイルタンク等の躯体工事一式

浄化槽・地下埋設オイルタンク等の為の山留・根伐埋戻し

浄化槽本体工事一式

地下埋設オイルタンク本体工事一式

躯体関係の防音・防振工事

各種機器の防音・防振工事

躯体関係の断熱工事

機械室等の排水溝及び溝蓋

機械室・電気室等のピット及び蓋

厨房用の排水溝及び蓋

防油堤工事

煙突工事

煙突に接続する煙道工事

屋上配管取出口

ルーフドレン及び雨水堅管工事（ＧＬ以上）

雨水地中埋設管工事（ＧＬ以下）

屋外配管配線用のトレンチ及び蓋

残土処分（場外搬出）

残土処分（場内敷きならし）

集合住宅用変圧器廻り等のネットフェンス

ダクトシャフト・パイプシャフトの点検口及び扉

各設備の為の床・壁・天井の点検口

外壁取付ガラリ

外壁貫通配管の止水処理

外壁貫通配管・外壁ベンドキャップ・ウェザーカバー廻りのシール

３９

３８

３７

３６

３５

３４

３３

３２

３１

３０

２９

２８

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２１

１９

１８

２０

１７

１５

１６

１４

１３

１２

１１

１０

８

９

特殊仕上げ材の壁・天井に取付ける器具等の穴あけ加工及び補強

化粧マンホールの仕上げ

化粧マンホールの据付工事

流し台棚下照明

同上　搬入、据付

同上　搬入、据付

ユニットバス（シャワー）の各種裏配管

各種　鏡

各種　タオル掛

各種　ペーパーホルダー

各種ジェットタオル

衛生器具類の下地補強

厨房機器

同上　搬入、据付

同上　配管、接続工事

同上　フード（グリスフィルター含む）搬入、据付

機械浴槽等搬入、据付

同上　機器配管接続工事

洗濯設備及び乾燥機搬入、据付

同上　機器配管接続工事

ピット内人通孔・通気管及び連通管

同上　搬入、据付

同上　配管、接続工事

流し台用水栓

同上　取付

流し台水栓用孔明け工事

洗面器

同上　搬入、据付

カウンター取付洗面器のカウンター及びカウンター孔あけ工事

カウンター取付洗面器廻りのシール

浄化槽制御盤への電源供給工事

浄化槽制御盤の二次側電気工事

給湯器リモコンスイッチ及びリモコンケーブル

同上　配管、通線工事

同上　結線、リモコン取付調整

各種水槽類の電極棒、レベルスイッチ等

オイルタンク内のレベルスイッチ等

リモートメーター集中検針盤

同上　配管、配線工事

同上　結線、調整工事

衛生設備の自動制御工事一式

温水式床暖房、バス換気乾燥機設備

敷地内雨水桝及び雨水配管（地中埋設）

排水側溝（Ｌ・Ｕ）及び接続桝ならびに蓋

排水側溝への配管接続工事

外灯工事一式４

３

２

１

２２

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

４

１

２

３

６２

６１

６０

５９

５７

５８

５６

５５

５４

５３

５２

５１

５０

４９

４８

４７

４６

４５

４３

４４

４２

４１

４０ ミニキッチン・ユニットバス（シャワー）用天井扇

同上　搬入、据付

同上　ダクト接続工事

レンジフード（付属品共）

同上　搬入、据付

同上　ダクト接続工事

空調機の一次側電源供給工事

空調機室内・外機の渡り配線工事

空調機リモコンスイッチ及びリモコンケーブル

同上　配管、通線工事

同上　結線、リモコン取付調整

ルームエアコン取付用下地補強

換気扇の取付枠

換気機器用の温度スイッチ・湿度スイッチ・タイマースイッチ

同上　配管、配線

同上　結線、スイッチ取付調整

全熱交換機用スイッチ

同上　配管、配線

同上　結線、スイッチ取付調整

空調設備の自動制御工事一式

機械排煙設備及びダクト

排煙設備の手動開閉装置

機械排煙設備への電源供給

ＥＬＶピット内点検用コンセント

ＥＬＶ遠隔監視用電話配管工事

同上　配管・配線工事

ＥＬＶインターホン及び搬入取付工事

制御盤の二次側電気工事

制御盤への電源供給工事１

２

３

４

５

６

電気式床暖房設備一式

※各住戸、防犯センサ－取付けによる建具の穴あけ加工

集中監視制御装置

自動制御の一次側電源工事

電気設備の自動制御工事一式

同上　配管・配線工事

　　　　　　〃　　　　　（ＳＦＤ）

　　　　　　〃　　　　　（シャッターたれ壁用）　

煙感知器連動自動閉鎖装置（防火戸用）

集合玄関機逆マスターキー工事

同上　配管工事

同上　センサースイッチ類及び配線取付調整工事

同上　電源供給工事

自動ドア・電動シャッター・電気錠工事１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

開閉装置から排煙設備までの渡り配線工事

井水用電源の一次側供給

井水用量水器以降の二次側配管

井戸掘削工事及び井戸機器廻り配管

警備保障電源一次側供給

警備保障用配線及び機器取付調整

警備保障用配管工事

電話加入申請及び加入費

有線放送・ＣＡＴＶの加入金

電波障害対策工事（ＣＡＴＶ関連工事）

電波障害事前調査１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１０

１５

１６

給排気用ベンドキャップ及びウェザーカバー（指定色）

クーラースリーブ及び壁付給気口工事（指定色）

外構関連

電気関連

昇降装置関連

別途工事関連空調．換気関連

敷地外・電柱移設費（東電柱、NTT柱）

消火器

建
築

衛
生

空
調

電
気

施
主

別
途 備考別途工事関連

接地工事

表示装置取付用建築下地材

計測・表示信号用配管配線

系統連系点～連係ﾌﾞﾚｰｶｰ配管配線

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ間配管配線

同上基礎

同上架台

同上試験調整

同上取付

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

太陽電池機器一式

●

●

●

●

●

●

●

●上水道・下水道・ガスの本引込後、引渡しまでの基本料金及び使用料金

●●●

●

●

備考別
途

施
主

電
気

空
調

衛
生

建
築共通事項

建築関連 備考別
途

施
主

電
気

空
調

衛
生

建
築

●●●●

●

●●●

●

●

●●●

●●● ※事務所は建築工事※

●

●

●

●

●

●●●

●

●

●

壁・天井の吹出口・吹込口等の開口及び補強（開口の為のスミ出しも含む）●

● ●

●●●●

壁・天井の照明器具・盤等の開口及び補強（開口の為のスミ出しも含む） ●

●

洗面ユニット・ミニキッチン・ユニットバス(ｼｬﾜｰ)の照明及び水栓類

●

備考別
途

施
主

電
気

衛
生

建
築衛生関連

流し台・洗面ユニット・ミニキッチン・ユニットバス(ｼｬﾜｰ)・各化粧鏡 ●

●

水栓柱及び地流し

水栓柱及び地流し

水栓柱及び地流し

水栓柱及び地流し

水栓柱及び地流し

水栓柱及び地流し

●

●

●

●

●

備考
別
途

施
主

電
気

空
調

衛
生

建
築

事務所は建築工事

事務所は建築工事

事務所は建築工事

事務所は建築工事

事務所は建築工事

事務所は建築工事

●

●

●

●

●

備考建
築

衛
生

空
調

電
気

施
主

別
途

工事区分表

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
工事区分表 non scale A-006



構造形式

工事名称

地名地番

主要用途

工事種別 新築

氏名

住所建築主

番号

工期

敷地面積

1．工事名称

2．敷地状況

3．構造規模

7．案内図

用途地域

防火指定

建蔽率

容積率

市街化調整地域

日影規制

なし

勾配1.25

高さ制限

道路斜線

隣地斜線

東側道路

南側道路

西側道路

北側道路

給水の状況

排水の状況

立上り20.0M+勾配1.25

無し

無し

N

日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

その他(災害救助活動研修施設)

公益財団法人 日本財団　会長 尾形 武寿

東京都港区赤坂1-2-2

03-6229-5111

２２条区域

757番1,757番3,758番1,759番1,760番1

敷地面積：8,512.68m2

令和８年２月１０日～令和８年５月１０日

200％

60％

なし

なし

なし

なし

幅員 11m  42条1項1号 市道１１９号線(笹子本線)

(西側道路に100φ,取り出し可能)

(雨水オーバーフローを敷地入り口近くから水路に放流)

構造

基礎

外壁

階数

最高高さ

最高軒高

その他

直接基礎

地上1階建て

申請建物①：テント

膜構造建築物(鉄骨造)

6.520m

5.000m

ラーメン構造

不燃膜材料クローザーV3

構造形式

構造

基礎

外壁

階数

最高高さ

最高軒高

その他

直接基礎

地上1階建て

ラーメン構造

申請建物②：重機格納庫

4.035m

3.909m

軽量鉄骨造

SGCC F12等

構造形式

構造

基礎

外壁

階数

最高高さ

最高軒高直接基礎

地上1階建て

ラーメン構造

軽量鉄骨造

申請建物③：事務所

複合パネル(外部仕上げ：カラー鋼板t0.5,フェノールフォームt40,カラー鋼板t0.5

2.925m

2.604m

建築面積

合計

4．建築面積

テント 重機格納庫 事務所

300.00m2 93.00ｍ2 51.81ｍ2 444.81ｍ2

合計テント 重機格納庫 事務所

300.00m2 93.00ｍ2 51.81ｍ2 444.81ｍ2

5．床面積
床面積(=容積対象床面積)

合計　444.81m2(134.59坪)　　　　　容積率　444.81/8512.68＝5.23％ ＜ 200%

合計　444.81m2(134.59坪)　　　　　建蔽率　444.81/8512.68＝5.23％ ＜ 60%

計画地

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
S=1/100 A-007設計概要書・案内図
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3.36

4.06
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3.14

2.41

14.05

3.70

H=1.15

2.45
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4.11
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5.11 4.93

4.03
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4.36
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H=0.68
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42
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01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

26

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

18.29 

15.23 

15.35 

18.39 

7.07 

2.86 

2.21 

2.92 

64.65515 

21.77890 

16.96175 

26.84940 

37.79055 

106.08820 

267.86340 

5.66580 

160.35360 

204.66010 

57.33150 

76.61220 

110.76240 

141.04440 

305.85375 

132.93190 

108.18490 

739.38125 

40.20050 

4.34700 

19.08550 

419.76445 

546.29895 

109.44005 

226.02945 

141.57945 

275.27570 

264.29730 

212.74370 

236.92340 

327.52500 

211.17660 

125.31950 

609.78060 

177.98660 

223.38945 

172.35000 

187.96660 

179.24650 

311.27700 

149.60600 

234.69555 

188.50930 

301.42350 

31.66760 

8512.67440 

2.79 

4.82 

8.82 

0.57 

5.28 

6.74 

1.85 

2.38 

3.36 

4.06 

7.75 

3.14 

2.41 

14.05 

3.70 

1.15 

2.45 

9.93 

7.63 

1.99 

4.11 

2.61 

5.11 

4.93 

4.03 

4.58 

6.60 

4.36 

2.63 

12.87 

3.74 

4.67 

3.60 

3.88 

3.70 

6.45 

3.10 

4.89 

3.94 

6.30 

0.68 

27.09 

44.02 

60.74 

19.88 

60.74 

60.73 

61.98 

64.38 

65.93 

69.48 

78.93 

84.67 

89.78 

105.25 

21.73 

7.56 

15.58 

110.03 

110.03 

109.99 

109.99 

108.49 

107.74 

107.22 

105.58 

103.46 

99.25 

96.87 

95.30 

94.76 

95.18 

95.67 

95.75 

96.89 

96.89 

96.52 

96.52 

95.99 

95.69 

95.69 

93.14 

符号 高さ底辺 面積(底辺×高さ÷2)

合計

敷地面積 8512.68 m2

1/500敷地 求 積図 A-008

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団



1,700
庇

申請建物①：テント

申請建物②：重機格納庫

申請建物③：事務所

X1 X2 X3

Y1

Y2

A

B

C

1 2 3 4 X1

Y1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

X8

Y2

5

D

2,22215,000 15,000 3,000 3,000 3,000 3,00091 91

9
1

1
43

2
,8

00
2,

80
0

1,
8
00

2,222 2,222 2,222
104 104 104

1111

5,
61

8

9
00

1
5,
0
00

20,000

1
5,
0
00

12,182

7,
63

4

9,222

5,
61

8

申請建物①：テント

20.000 15.000 300.000000

横×縦[m2]縦[m]横[m]

面積 300.00m2

申請建物①：建築面積 300.00m2

300.00m2

横×縦[m2]縦[m]横[m]

面積

横×縦[m2]縦[m]横[m]

面積

申請建物②：重機格納庫

12.182 7.634 92.997388

93.00m2

93.00m2

93.00m2
申請建物②：建築面積

申請建物③：事務所

9.222 5.618 51.809196

51.81m2

51.81m2

51.81m2
申請建物③：建築面積

合計建築面積(申請建物①②③合計)

申請建物③：延床面積

合計延床面積(申請建物①②③合計)

申請建物②：延床面積申請建物①：延床面積

444.81m2

444.81m2

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
S=1/100建物求積図 A-009



12.11

12.15

12.18

12.29

12.59

12.33

12.30

12.52

12.53

12.99

12.38
12.32

12.16

12.20

12.33

12.37

12.30

12.26

12.29

12.18

11.73

10.75

11.02

10.79

11.11

10.91

11.26

12.47

12.31

12.43

12.70

10.48

桝敷高:10.72

10.78

U字天端:11.38
10.76

U字天端:11.34

U字天端:11.34

10.73

U字天端:11.29

10.68

10.63

U字天端:11.24

10.60

10.57

U字天端:11.17

10.53

U字天端:11.12

10.44

U字天端:11.05
10.38

U字天端:10.98
10.35

10.31

U字天端:10.90

10.25

U字天端:10.86

U字天端:10.79

10.20

土留天端:12.23

14.76

14.18
天端:11.62

13.45
U字天端:10.67
天端:11.64

U字天端:10.74

20.27

20.08
20.09

19.98

19.92

19.96

20.26

20.22

20.28

20.13

20.11

20.10

20.17

20.16

20.11

20.01

19.85

19.68

20.08

20.20

19.80

19.65

19.75

19.79

19.64

19.6819.69

19.64

19.26
19.60

19.21

19.41
19.08

19.08

19.62

19.24

18.37

17.61

17.39

17.42

17.44

17.81

18.49 19.15

19.58

19.43

18.23

19.15

18.89

16.77

15.39
U字天端:10.70

下端10.81
天端:11.66
14.20

10.10

10.13

φ250HP
管底高:10.58

13.32

天端:11.63
U字天端:10.65

13.83

13.26
13.25

13.40

16.06

15.47

18.65
19.22

18.95

18.22

19.21

17.62

18.27

17.33

17.7917.27

16.89

16.5515.67

15.9415.04
13.95

13.48

14.51
14.79

下端:10.65

13.94
14.07

13.58

:10.86
下端

10.06
下端:
10.82

11.14

10.96

φ600HP
管底高:10.04
11.19

天端:
11.32

14.93

14.86

14.79

14.48

19.45

19.26

19.21

19.40

19.22
桝天端:19.37

19.68
19.80

19.18

19.40

19.43

19.91
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12.88

13.57

13.90
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11.08
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11.16

下端:11.47
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天端: Φ400HP
桝天端:14.52
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19.71

U字天端:19.67
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用途：事務所
建面/延床：51.81m2

※建面(庇込み)：53.34m2

(クラッシャーラン)

用途：車庫
建面/延床：93.00m2

最高高さ4.035m

※テント下：砕石敷き
最高高さ6.520m
建面/延床：300.00m2
用途：その他(研修施設)

最高高さ2.925m

UP

事務所

申請建物③：事務所

トイレカー駐車スペース

申請建物②：車庫
申請建物①：テント

重機練習場

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
H1
,2
00

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
H1,200

崖下(高さH)から1.5H(崖条例)
の位置まで建築物配置不可

植生界

既存植栽

浸透升、浸透トレンチ、
浸透トレンチ長さ

敷地境界線
※危機管理課提供の求積図より作成

■凡例

砕石敷き(単粒度砕石)

砕石敷き(敷地内車路：クラッシャーラン)

配 置 図 1/500 A-010
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株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団



膜構造建築物 標準仕様書
1．使用構造材料

溶融亜鉛メッキ

■ めっきの基準、種類及び記号は下表を標準とし、鋼材の厚みにより付着量を決定する。

種　類 膜厚(μm) 適　用　例

HDZT 35 35 以上

HDZT 42 42 以上

HDZT 49 49 以上

HDZT 56 56 以上

HDZT 63 63 以上

厚さ5㎜以下の素材、直径12㎜以上のボルト・ナット、厚さ2.3㎜を超える座金などで、

厚さ5㎜を超える素材で、遠心分離によって亜鉛のたれ切りをするもの

厚さ1㎜以上の素材、直径12㎜以上のボルト・ナット及び厚さ2.3㎜を超 える座金

厚さ2㎜以上の素材

厚さ3㎜以上の素材

HDZT 70 70 以上 厚さ5㎜以上の素材

HDZT 77 77 以上 厚さ6㎜以上の素材

遠心分離によって亜鉛のたれ切りをするもの又は機能上薄い膜厚が要求されるもの

又は機能上薄い膜厚が要求されるもの

※適用例の欄に示す厚さ及び直径は、公称寸法による。

種　類（１）鉄　骨

SS400

SN490B

STK400

STKR400

BCR295/TSC295

備　考

JIS G3101

鋼　材

JIS G0901

JIS G3444　パイプ鋼管

JIS G3466　角型鋼管

大臣認定品　200角形鋼管以上

（２）ボルト

高力ボルト □ S10T（F10T）※告示666号鉄骨塗装時

■ F8T（溶融亜鉛メッキ高力ボルト）　※上記以外時

高力ボルト滑り係数試験

JIS規格品(スプリングワッシャー付) ※孔径　構造部材はボルト径+1mm

□ 要 ■ 否 ※孔径ボルト径+2mm

中ボルト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 構造部材以外はボルト径+2mm

アンカーボルト ■ SNR490B

■ ABR490　※M27以上

※但し図面による指示がある場合は詳細図による。特記なき限りボルトは中ボルトを使用

　

ボルトの長さ

30

35

40

ボルトの 締付け長さに加える長さ

呼び径

45

M16

M20

M22

M24

F8T・F10T S10T

25

30

35

40 ＜構造用トルシア形高力ボルト：S10T＞＜摩擦接合用高力六角ボルト：F10T・F8T＞

※ 上記を考慮した後、採用長さは一捨二入、六捨七入とする

１.特記以外は全てF10T又はS10T（トルシア形高力ボルト、上図）とする。

２.ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様に

　 赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。

　 締付けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

３.溶融亜鉛メッキボルトの場合は全てF8Tとする。

■ 高力ボルトの締付け順序は

部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として2度締めする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

2．鉄骨工事

隅肉溶接のサイズ

s

s

２（両面溶接）

s

t

s

s s

s

s

t ≦16

t

t

-2
S S

2-
S
2-

S
2-

16＜ t ≦32

2
S3-

t ≦16

１（片面溶接）

（単位：ｍｍ）

60
°

（１）溶接

12

9

14

10

16

12

t

S

19

13

25

15

28

17

32

19

t

S

2.3

3

3.2

4

3.5～4.5

5

5～6

6

9

7

■

備　考

（２）接合部の検査

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

検　査　方　法
検　査　率　％

検　査　箇　所
社　内 第三者

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

外観（目視）検査(VT)

工事監理者

超音波探傷試験(UT)

第三者検査機関名

突合せ溶接部

個

- ％

□

□

■

□

ＣＩＷ認定業者

マクロ試験・その他

すみ肉溶接部

浸透探傷検査(PT)

4．レーシング

（単位：ｍｍ）

※　軽鋼構造設計施工指針による

個 個

30 ％100 ％

個

- ％

個 個

30 ％100 ％

個 個 個

3．塗装 5．膜工事

１.レーシング材は特記ない限り全てφ13丸鋼を使用する。但しカーテン上部はφ16丸鋼を使用。

　 ※告示666号は主部材100角鋼材を超える場合φ16丸鋼とする。

２.間口20ｍを超える不燃膜材は桁梁内側にレーシング材を設置する。

３.レーシング材枕ピッチは@500とする。但しBCR/TSCのレーシング材枕ピッチは＠300とする。

　 ※但し図面による指示がある場合は詳細図による。

（２）膜接合部

（３）膜定着部

■膜工事

・一般社団法人日本膜構造協会第1種正会員であること 

・ISO9001を導入している企業とすること 

・建設業許可業種として屋根工事業、鋼構造物許可を得ていること 

・日本各地域に「S種膜施工技術者」が駐在する事業所を有し、緊急時の対応が可能であること

■鉄骨工事

・鉄骨製作は、膜構造を熟知した製作会社とする

※ 特別な指定がない場合には、柱脚のコンクリート埋込部は不メッキ処理を行わない事とする。

※但し図面による指示がある場合は詳細図による。

6．製作・施工

100 ％ ％ ％

改訂：2025/03/31 Ver_1.0

告示666号

告示667号

第2第5項に規定する

第2第6項に規定する

40mm 以上

20mm 以上

100mm 以下

150mm 以下

膜接合部 溶着幅 端末ハトメピッチ

種類

（１）膜材料【本体】

A種 B種 C種

品名・品番　（　　　　　　　　　　　　    　 　）

建築材料認定番号　（　　　　　　　　　　　）　

防火材料認定番号　（　　　　　　　　　）　　　

テント倉庫用膜材料

クローザーV3

MMEM-0058

NM-5361

A-011テント：膜構造建築物 
　　　 標準仕様書

山口産業株式会社 産業用テント同等品 



G1

A2:100%,A3:70.7%

A-012テント：平面図・立面図
　　　 断面図

山口産業株式会社 産業用テント同等品 

=19.78 =19.78

=19.78=19.78

=19.78

は消火器(ABC粉末10型)及びまた消火器BOX（外部用）：ユニオンUFB-3S-2760 (同等品)を示す。



一級建築士第345960号

家原 賢一

A2:100%,A3:70.7%

テント：基礎伏図・ 
　　　 基礎詳細図

A-013

山口産業株式会社 産業用テント同等品 



一級建築士第345960号

家原 賢一

A2:100%,A3:70.7%

A-014テント：小屋伏図・軸組図 
　　　 ・部材リスト

山口産業株式会社 産業用テント同等品 



一級建築士第345960号

家原 賢一

A2:100%,A3:70.7%

A-015テント：鉄骨詳細図

山口産業株式会社 産業用テント同等品 
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レールスライド時
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(KNK-FG)×4
換気扇フード

壁面扉(SNR-3G)×1

G.L=19.43

G.L=19.87

▽設計G.L=19.87
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▼設計GL=19.87

▲平均地盤面=19.65

(※設備工事)
水栓柱&地流し(排水は建物周囲砕石へ)

(※設備工事)
水栓柱&地流し(排水は建物周囲砕石へ)

91

○消

消火器BOX(自立型)：ユニオンUFB-3F-2402

消火器(ABC粉末10型)
○消

※同等品

1 2 5

D

C

B

A

3 4

A B C D

SGCC,SGHC,SGH400 ：JIS G 3302

STKR400 ：JIS G 3466

SZAH400,SZACC ：JIS G 3317

CGLCCR ：JIS G 3322 

CGC400 ：JIS G 3312

SNR400B ：JIS G 3138

SS400 ：JIS G 3101

5

8

9

7

6

2

4

3

1

品番

SZAH400 Y10  2.3母屋

シャッターレール

雨樋 PVC

SS400/SNR400B  M10,12

鼻隠シ前・後

シャッターカバー

ブレース(JIS A 5540)

シャッター

壁パネル

胴縁

化粧柱後･中･前

桁後幕板

妻板左右

梁左右幕板

屋根

上胴縁

SZACC Y10     0.7

SGHC F12       1.6

SGCC F12       0.5

CGC400 Z08    0.5

SZACC Y10     1.0

SGCC F12       1.0

SZAH400 Y10  2.3

SZACC Y10     0.7

SZACC Y10     0.7

SZACC Y10     0.7

材料（材質）　　単位mm

土台

プレートA

プレートB

桁前

桁後

土台取付金具

ベースプレート

部　　品　　名

柱後･中･前･中央※

水切板

SGCC F12       1.2

SGH400   F12  3.2

SZAH400 Y10  2.3

SZAH400 Y10  2.3

SZAH400 Y10  2.3

STKR400 F12  2.3

SGCC F12       0.5

SGHC F12       1.6

SS400          6.0

SZAH400 Y10  2.3小梁

SGCC Z08       1.0

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

コーナー金具(2.5連棟以上) SZAH400 Y10  2.3

梁中(2.5連棟以上) SZAH400 Y10  2.3

10

11

25

27

CGLCCR AZ150  0.6

※柱中央は2.5連棟以上の場合のみ使用

移動柱(2連棟以上) SGHC F08       1.6

28

桁前幕板(ハーフタイプのみ) SZACC Y10     0.7

26

機種名

<縮尺> S=1/100
外 形 図

ＳＧＮ－３７６ＧＰＢ－４

～一般型～

※同等品

○床面積:93.00㎡(28.18坪) 　○有効開口寸法:2780(5550)×3018(mm)

泥溜め 泥溜め
グレーチング検討w150 T-6 勾配3%

※建物回り砕石に排水 ※建物回り砕石に排水

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義

　　　　　　・立面図日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団 重機格納庫：平面図
S=1/100 A-016
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シャッターレール

化粧柱前左右

シャッターカバー

桁前

1
67

▼最高の高さ

鼻隠し前

ブラケット

シャッター

胴縁 内
高

（
母

屋
）

G:
31
1
0

T:
28
1
0

ブレース

胴縁

上胴縁

母屋

4
5

1000

梁左右前幕板

2800

45

254

98

（一部機種のみ）

上胴縁

梁左右中幕板

2800 1800 143

130
折板屋根 一般型：t0.6

　　 結露軽減材：t4.0

　　　 多雪地型：t0.8

鼻隠し後

G
:3

30
5
 /

 T
:3

00
5

壁
パ

ネ
ル

 G
:
30

00
 /
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27
00
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0

60

土台 8
98

97
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胴縁

壁パネル

60

G:
10

70
 /

 
T:

77
0桁後

柱後

胴縁

（多雪地型のみ）

桁後追加補強

梁左右後幕板

上胴縁

後母屋

上胴縁追加補強

柱中左右

金コテ押エ

胴縁

内部奥行寸法 7205

T:
26
8
5

胴縁

2-D13

胴縁

胴縁

柱中左右W

G:
29
8
5

内
高

（
後

母
屋

）

2-D13

柱中央
アングル補強

※アンカーボルト

又は

・W1/2×240～300

・M12×240～300

（別途手配品）
アンカーボルト※

GL=19.43

基礎立上り：コンクリート補修塗布防水

D10@200D10@200 X・Y
防湿シート

D13

▽F.L

▽設計GL
=19.87

土間コンクリート t150

側面断面図

機種名

<縮尺> S=1/30

ＳＧＮ－３７６ＧＰＢ－４

～一般型～

同等品

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
S=1/30 A-017重機格納庫：側面断面図



認定ま たは登録工場（   　 　 グレ ード 　 　 　 　 都登録　   　 　 ラ ンク ）

Ｘ 方向ルート     －（     ）

鉄筋の機械式定着工法によ る 場合は原則プレ ート ナッ ト 工法（ Ｂ Ｃ Ｊ 評定－Ｒ Ｃ ０ １ ５ ２ －０ ４ ）

ガス圧接： （ 超音波深傷試験はＪ Ｉ Ｓ  Ｚ ３ ０ ６ ２ －２ ０ ０ ９ による 。 ）

３ . 地盤調査及び試験杭の結果によ り 、 杭長、 杭種、 直接基礎の

24 18軽量 2118普通ラ ッ プ ルコ ン ク リ ート

耐久設計基準強度　 Fd

Fc： 設計基準強度
Fq： 品質基準強度

※コ ン ク リ ート の強度試験はイ ） の部位について行う

Fd： 耐久設計基準強度

・ 高さ が 4m または延べ面積が 30㎡ を超える建築物（ 杭・ 内部土間コ ンク リ ート を含む）

イ） に掲げるも の以外・ 捨コ ンク リ ート ・ 外部土間コ ンク リ ート ・ ラ ッ プルコ ンク リ ート

規 格 名 称

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

溶接金網

丸　 　 　 鋼

２ . コ ン ク リ ート ブロ ッ ク （ CB）

３ . 鉄    筋

JI S G 3112

国住指 第356号

SD390

MK785

SR235

番　 号

100厚

SD295B
SD295A
種  類

SD345

押えコ ンク リ ート

計画供用期間の級

(

・ 高さ が 3m を超える塀

適応部位

ロ） Fq=Fc

適応部位

・ 高さ が 15m を超える柱（ 門）

・ 高さ が 2m を超える擁壁（ 立駐ピッ ト ）

コ ンク リ ート の品質基準強度（ 発注強度）

イ ） MAX
＊
＊

Fq=Fd
Fq=Fc

超長期

普通

標準

長期

短期

軽量 13. 5

長期許容支持力度     　 　 　   ｋ Ｎ /㎡

拡底杭
ジ オミ キシン グト ッ プ工法

ミ ニアース

載荷）           本

リ バースサーキュ レーショ ン

４ . ボーリ ング標準貫入値、 土質構成  （ 基礎・ 杭の位置を明記するこ と ）

載荷試験 無有

   深さ 、 形状を変更する場合も ある

地　 中　 梁

構造スラ ブ

深さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支持層－　

ボーリ ン グデータ ー参照

０ ４   地業工事

１ . 直接基礎

基礎及びスラ ブ下地業（ 単位㎜）

基　 礎

土間スラ ブ

杭    種

杭径（ ㎜）

PHC

鋼管

場所打ち

コ ンク リ ート 杭

２ . 杭基礎    支持層－

RC

杭仕様

基礎・ 基礎梁・ 躯体
D29～

K13

120

D10～D16

D19～D25

径 使用箇所

150

基礎・ 基礎梁

ガス圧接

特殊継手

D19～

重ね継手

D10～D16

継手工法

190

試験杭こ と が出来る 。

場合は 30
かぶり 厚さ を 10㎜ 増やし た

比重 σ＝

（ N/＊）

( 1)36

1816

24

30

18 ( 1)

18

（ N/＊） と する 杭施工結果報告書施工計画書承認

設計支持力（ ｋ Ｎ ）

均し コ ンク リ ート 厚さ場　 所

独立 ,  布

ベ　 　 タ

屋内

屋外

50 60

有・

φ

（ （無）

A： 砕　 石

B： 割栗石
A100 60B

杭の先端の深さ （ m）

打 ち 込 み

鋼材

PC  （

コ ン ク リ ート 　 　 Ｆ ｃ ＝

PHC（

鉄    筋

スラ ン プ

H鋼

摩擦杭

PC

SS400

材    料

ｋ ｇ /＊

主筋

㎝

ベタ 基礎 布基礎

Ｔ Ａ Ｐ Ｐ 工法

オールケーシング

ア ースド リ ル

STK400

施 工 法

手堀

機械堀
深礎

独立基礎 試験堀

機械式定着長さ 、 施工法、 品質管理は評定等の内容による。
その他の工法も 、 評定または認定を 得たも のと し 、 検討書作成、 承認を 得るこ と 。
機械式定着工法の使用は、 検討書作成し 、 工事監理者の承認を 得るこ と 。

鉄筋の定着長さ は、 配筋標準図による。

有

（ 引張試験はＪ Ｉ Ｓ  Ｚ ３ １ ２ ０ －２ ０ ０ ９ によ る 。 ）

公的機関

柱の帯筋( Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ ) の加工方法は、   　 　 　  Ｈ 型( タ ガ型)   　 　  　  Ｗ型( 溶接型)    　 　 　  Ｓ 型( スパイ ラ ル型） と する 。

同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ 　 　 　 　 　  箇所を超えると き は、
　 　 　 　 　 箇所ごと ） に１ 回行い、 １ 回の試験は５ 本以上と する。

コ ン ク リ ート 及び鉄筋の試験は公的試験機関で行う こ と 。

材料    　 合板厚　 　 　 　 　 　 　 　 を 標準と する。

代行業者と は、 試験、 検査に伴なう 業務を 代行する 者を いう 。

150100

厚　 さ

特記事項本数

セッ ト

３ . 型    枠

      年　 　 　 月　 　 　 日

備    考

     第 　 　 　 　 　   　 号

日本建築センタ ー認定

建設省阪住指発第　 　 　 号
平成
拡底杭

有 無

鉄筋の定着

によ る こ と 。

型枠の存置期間

１ ２ m/m

代行業者名

試験機関名

工場溶接タ イ プ の帯筋、 あばら 筋は（ 公社） の認定を 受けた「 優良溶接せん断補強筋製造会社」 の製品を 使用するこ と 。

２ ０ ０

引張試験
２ ０ ０

無

補強コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 造（ Ｃ Ｂ ）

エレベータ      人乗（ ロープ式  油圧式  機械室レス）

有（                                         ）

プレ キャ スト 鉄筋コ ン ク リ ート 造（ Ｐ Ｒ Ｃ ）

設計基準強度  Fc=N/＊

構 造 設 計 標 準 仕 様

壁式プ レ キャ スト 鉄筋コ ン ク リ ート （ ＷＰ Ｒ Ｃ ）
壁式鉄筋コ ンク リ ート 造（ ＷＲ Ｃ ） ・ 塔屋

１ . 工事名称

８ . 付帯工事

倉庫積載床用 

０ ２   使用構造材料

１ ０ . 構造計算ルート

１ . コ ンク リ ート

捨コ ンク リ ート

適用箇所

基礎、 基礎梁

柱、 梁、 床、 壁

土間コ ン ク リ ート

１ １ . 用途係数

門塀

９ . 特別な荷重

JI S A 5308

種  類
普通

普通

普通

普通

普通

13. 5

18軽量

18
18軽量

18

擁壁

ｋ ｇ ／㎡

鉄筋コ ンク リ ート 造（ Ｒ Ｃ ）

木造（ Ｗ）

地下        階

鉄骨鉄筋コ ン ク リ ート 造（ Ｓ Ｒ Ｃ ）

４ . 階    数

５ . 主要用途

６ . 屋上付属物

煙  突

７ . 増築計画

広告塔

   建築場所

３ . 構造種別

２ . 工事種別

高  架  水  槽 

キュ ービ  ク  ル

地上        階

新築 増築

０ １   建築物の構造内容

通し
ダ イ ア

使 用 箇 所

使用箇所

ト ルシア形が使用でき ない部分

使用する　 　 　 　 使用し ない

水平地盤反力係数の測定

水平地盤反力係数の測定

  鋼材及び使用箇所

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用圧延鋼材

規 格 名 称

冷間成形角型鋼管

熱間成形角型鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用角型鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用炭素鋼管

６ . 屋根、 床、 壁

５ . 高力ボルト

ト ルシア形高力ボルト

Ｊ Ｉ Ｓ 形高力ボルト
溶融亜鉛メ ッ キ高力ボルト

  普通ボルト  ,  アンカ ーボルト
１ ） 　 材質

土質試験

０ ３   地        盤

有（

無  （ 調査予定

ボーリ ン グ調査

１ . 地盤調査資料

２ . 地盤調査計画

２ ） 　 大臣認定柱脚（ メ ーカ ー仕様による ）

Ｙ 方向ルート     －（     ）

1816

24

21

21
21

21
18

18

18
18

18

スラ ン プ　 ㎝

煙  突

t onリ フ ト

備    考

ホイ スト t on

塔屋        階

t on

t on

無

増改築 改築

鉄骨造（ Ｓ ） ・ 庇

無）

SS490（ M　 　 以上）

近隣）敷地内

有

物理探査
静的貫入試験

SS400

土質試験

平板載荷試験

平板載荷試験
標準貫入試験

SNR400

高 力 ボ ル ト  の 種 類

番　 号

F10T
F8T

S10T 全般

鋼 材 名 柱

４ . 鉄    骨

適用は　 　 　 印を 記入する。

　 　 　 『 鉄筋継手使用基準　 （ 建築物の構造関係技術基準解説書２ ０ ０ ７ ） 』 によっ て検討し た部材の条件・ 仕様によるこ と 。

注） 　 （ １ ） 以外の部位に設ける継手は、 平成１ ２ 年告示第１ ４ ６ ３ 号ただし 書き に基づき 、 日本鉄筋継ぎ手協会、

告示１ ４ ６ ３ 号第４ 項各号

配筋標準図による

告示１ ４ ６ ３ 号第２ 項各号

告示１ ４ ６ ３ 号第３ 項各号

（ １ ） 引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・ 等級

継手（ Ｄ 　 　 　 以上） をガス圧接継手、 溶接継手、 機械式継手と する場合は、

鉄筋はＪ Ｉ Ｓ  Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する 。 施工はＪ Ａ Ｓ Ｓ ５ （ ２ ０ ２ ２ ） による 。

測定検査の回数は、 通常の場合、 １ 日１ 回以上と し 、 １ 回の検査における測定試

定器の表示部を 一回の測定ごと に撮影し た写真（ カ ラ ー） を 保管し 承認を 得る 。

術研究センタ ーの技術評価を う けた測定器を 用いて行い、 試験結果の記録及び測

フ レ ッ シュ コ ン ク リ ート の塩化物測定は、 原則と し て工事現場で( 財) 国土開発技

打ち込み、 養生、 管理方法など必要事項について、 工事監理者の承認を得るこ と 。

寒中、 暑中、 その他特殊コ ン ク リ ート の適用を 受ける 期間に当る 場合は、 調合、

無

し 、 検査率を３ ０ ％と する。

Ｄ 　 　 　 未満は、 すべて重ね継手と する 。

「 鉄筋コ ン ク リ ート 構造配筋標準図    　  　  　 　 　 　 」  または 「 壁式鉄筋コ ン ク リ ート 構造

鉄筋の加工寸法、 形状、 かぶり 厚さ 、 鉄筋の継手位置、 継手の重ね長さ 、 定着長さ は

こ と 。 なお、 打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、 外気温が 　 　 　  ℃未

に際し ては、 コ ンク リ ート 圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事する

ク リ ート の自由落下高さ は、 コ ンク リ ート が分離し ない範囲と する。 ポンプ圧送

ポン プ打ち コ ンク リ ート は、 打ち 込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ち コ ン

の必要本数を採取する。 なお、 供試体の数量は、 特別指示なき場合は、 １ 回当り

標準と する。 一回に採取する供試体は、 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から そ

また、 打込み量が　 　 　 　 ＊ を こ える 場合は 　 　 　 　 ＊ ごと または、 その端数ごと に一回を

または現場封かん養生と し 、 採取は打ち 込み工区ごと 、 打ち 込み日ごと する 。

構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） は、 現場水中養生、

同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所から ラ ンダムに３ ０ 箇所と

配筋標準図　 　 　 　 　 　 」  による 。

（ 公社） 日本鉄筋継手協会「 鉄筋継手工事標準仕様書」 （ 以降公社と 呼ぶ） 　 （ ガス圧接継手工事、 溶接継手工事

ガス圧接継手部、 溶接継手部の抜き取り 検査（ 鉄筋冷間直角切断機で切断するこ と 。 ）

６ 本以上と し 、 そのう ち ４ 週用に３ 本用いる 。

高強度せん断補強筋は、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ ３ ７ に規定さ れるＤ 種１ 号適合品と する 。

満の場合は　 　 　 　  分、 　 　   ℃以上の場合は　 　 　 　 　 分以内と する。

験は、 同一試料から 取り 分けて３ 回行い、 その平均値を 試験値と する 。

SNR490（ M　 　 以上）

機械式継手

溶接継手

圧接継手

外観検査

抜取検査 超音波深傷試験

有（ 全数）

機械式継手工事） による 。

重ね継手

鉄筋継手工法

19
19

（ １ ） （ ２ ）

２ . 鉄    筋

ブ レ ー ス大梁
内

ダ イ ア
間柱小梁 他

１ ５ ０ ２ ５

１ ５ ０

（ ２ ） （ １ ） 以外の部位

無有

継手施工要領書承認： （ 公社） よ り 認証さ れた継手管理技師作成のこ と

（ １ ） （ ２ ） （ ３ ）

Ｓ Ａ 級 Ａ 級

Ｄ 　 （ 　 　 ） 以上

Ｄ 　 （ 　 　 ） 以上

Ｄ 　 （ Ｄ １ ９ ） 以上

Ｄ 　 （ Ｄ １ ６ ） 以下

鉄筋の径
Ｂ 級

１ ２ ０

１ ５ ０

Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３

２ ５

セメ ント は、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト を 標準と する。

コ ン ク リ ート はＪ Ｉ Ｓ 認定工場の製品と し 、 施工に関し てはＪ Ａ Ｓ Ｓ ５ （ ２ ０ ２ ２ ） によ る 。

調合計画は、 工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と 。

１ . コ ンク リ ート

０ ５   コ ンク リ ート 工事

防錆塗装の範囲は、 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と

諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出するこ と 。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を 行い工事監理者に報告するこ と 。

必要に応じ て記録写真を 撮り 保管するこ と 。

　 法第２ ０ 条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽、 煙突その他

こ れら に類するも のにあっ ては、 建設省告示第１ ３ ８ ９ 号により 、 風圧並びに地震および

管を支持し 、 又は固定する場合においては、 つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効
な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を 講ずるこ と 。

伸縮継手又は可どう 継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を 講ずるこ と 。

管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

建築物の部分を貫通し て配管する場合においては、 当該貫通部分に配管スリ ーブを

設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と 。

風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない

煙突で屋内にある部分は、 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を ５ ｃ ｍ 以上と し た鉄筋
コ ン ク リ ート 造又は厚さ が ２ ５ ｃ ｍ 以上の無筋コ ン ク リ ート 造、 れんが造、 石造、 若し く は

煙突の屋上突出部の高さ は、 れんが造、 石造、 コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート

造の場合は鉄製の支枠を設けたも のを除き、 ９ ０ ｃ ｍ 以下と するこ と 。

屋上から 突出する水槽、 煙突、 冷却塔、 その他こ れら に類するも のは、 支持構造部又は
建築物の構造耐力上主要な部分に、 支持構造部は、 建築物の構造耐力上主要な部分に、

建築設備（ 昇降機を除く 。 ） 、 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は、 腐朽の

　 　 　 ※　 建築物に設ける 建築設備にあっ ては、 構造耐力上安全なも のと し て、 以下の構造方法に

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を 得るこ と 。

同じ 錆止めペイ ン ト を 使用し ２ 回塗り と する 。

床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の  1/3 以下と し 管の間隔を

特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。

現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、 塗装は工場塗装と

する 。 　 錆止めペイ ン ト は、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、 ２ 回塗り を 標準と する 。

建築物に設ける給水、 排水その他の配管設備は、 以下の構造方法による。

コ ン ク リ ート ブ ロ ッ ク 造と する こ と 。

衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと する こ と 。

０ ８   その他

構造と するこ と 。

おそれがないも のと するこ と 。

令第１ ２ ９ 条の２ の３ の事項

緊結する こ と 。

よ る。

5㎝ 以上と する。

０ ７   設備関係

７ . 耐火被覆の材料

Ａ 種　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ 　

Ⅴ、

検査率又は検査数

溶接部の検査（ 検査結果は後日工事監理者に報告するこ と ）

東京都アーク溶接工事管理基準 （ 建築構造設計指針第１ ２ 章）

注 1）   現場溶接部については原則と し て第三者による 全数検査を行う こ と 。

締付け後の検査は、 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する 。

が十分密着するよう 注意し て行う 。 また、 締付けは原則と し て２ 度締めと する。

高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを 使用し 、 締付けの順序は部材

による処理で表面あら さ が　 ５ ０  Ｓ  以上である場合は、 赤さ びは発生し ないままでよい。

に自然放置し て発生し た、 赤さ び状態であるこ と 。 ただし 、 ショ ッ ト ブラ スト 、  グリ ッ ド ブラ スト

座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト 、 グラ イ ン ダー掛け等を用いて除去し た後、 屋外

高力ボルト は「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の高力ボルト  」 を標準と する。 摩擦面の処理は黒皮などを

第三者検査機関名と は、 建築主、 工事監理者又は工事施工者が、 受け入れ検査を

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱 （ 建築構造設計指針第１ ２ 章）

（ 　 　 　 　 印以外の項目の検査結果については、 工事監理者に報告するこ と 。 ）

スタ ッ ド ボルト

第三者社  内
検 査 方 法

外観（ 目視） 検査

超音波深傷試験

Ｊ Ｉ Ｓ   Ｂ １ １ ８ ６

Ｃ Ｉ Ｗ認定業者

代行さ せる ために自ら 契約し た検査会社を いう 。

マク ロ試験・ その他

６ . 防錆塗装

突合せ溶接部

第三者検査機関名

100

100
個

100 ％

％30
個

％

％

個個

材料規格証明書または試験成績書

２ . 工事監理者の承認を 必要と する も の

高力ボルト

３ . 工事監理者が行う 検査項目

４ . 接合部の溶接は下記によるこ と

日本建築学会 「 溶接工作基準、 同解説

建方検査

５ . 接合部の検査

検 査 箇 所

鋼材

社内検査表

製作工場

現寸検査

Ⅰ、 Ⅲ、 Ⅳ、Ⅱ、

特殊ボルト

組立・ 開先検査

製作要領書 工作図

備    考
工事監理者

個

％

％

個

100

立ち会い

ⅨⅧ、Ⅵ、 Ⅶ、 」

製品検査

施工計画書

日本建築学会「 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ６ 」  「 鉄骨精度検査基準」  「 鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部 「 建築鉄骨工事施工指針」

１ . 鉄骨工事は指示のない限り 下記によ る

０ ６   鉄骨工事

溶接継手： （ 超音波深傷試験はＪ Ｒ Ｊ Ｓ 　 ０ ０ ０ ５ －２ ０ ０ ８ によ る。 ）

機械式継手部の抜き 取り 検査（ 鉄筋冷間直角切断機で切断する こ と 。 ）

有（ 全数）

超音波深傷試験抜取検査

外観検査

無有

無
引張試験 有 無

（ 超音波深傷試験はＪ Ｒ Ｊ Ｓ 　 ０ ０ ０ ３ －２ ０ ０ ８ によ る。 ）
鉄筋継手部の第三者検査（ 引張試験検査は除く ） は、 日本鉄筋継手協会認定の「 優良鉄筋継手部検査会社」

又は「 登録鉄筋継手部検査会社」 が行う こ と

捨て型枠 フ ラ ッ ト デッ キ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  可　 　 　 　 　 不可
フ ァ ブデッ キ（ ２ 方向スラ ブ） 　 　 可　 　 　 　 　 不可

      年　 　 　 月　 　 　 日

A1006050 15010060B
A1006050 15010060B
A1006050 15010060B
A1006050 15010060B
A1006050 15010060B

日本建築セ ン タ ー等の認定・ 評定等を 取得し た継手工法の等級で 、 構造計算にあた っ て

セメ ン ト 量

ａ ． 　 基礎、 梁側、 柱および壁のせき板の存置期間は、 計画供用期間の級が短期および標準の場合は

コ ンクリ ート の圧縮強度　 が 5N/＊ 以上、 長期および超長期の場合は 10N/＊ 以上に達し たこ と が

確認さ れるまでと する。 ただし 、 せき板の取外し 後、 表（ １ ） に示す圧縮強度が得ら れるまで湿潤養生

を し ない場合は、 それぞれ 10N/＊ 以上、 15N/＊ 以上に達する までせき 板を 存置する も のと する 。
表（ １ ） 　 湿潤養生期間に関する土木学会および諸外国の基準例 土木学会コ ンク リ ート 標準示方書－２ ０ ０ ７

日平均気温

10℃以上

15℃以上

　 5℃以上

普通ポルト ラ ンド セメ ント 混合セメ ント Ｂ 種 早強ポルト ラ ンド セメ ント

５ 日

７ 日

９ 日

９ 日

７ 日

１ ２ 日

３ 日

４ 日

５ 日

Ａ Ｃ Ｉ およ びＥ Ｎ

基　 　 　 準

Ａ Ｃ Ｉ 　 308R - 01

Ｅ Ｎ 　 13670 :  2006

内　 　 　 容

N :  7日以上 、  H :  3日以上 、  L :  14日以上

材齢28日強度に対する目標強度比、 部材表面温度に応じ て最少湿潤養生期間を 規定

（ 注） N :  普通ポルト ラ ンド セメ ン ト

H :  最強ポルト ラ ンド セメ ン ト

L :  低熱ポルト ラ ン ド セメ ン ト

b． 　 計画使用期間の級が短期および標準の場合、 せき 板存置期間中の平均気温が10℃以上であれば、

コ ンク リ ート の材齢が、 表（ 2） に示す日数以上経過すれば、 圧縮強度試験を 必要と する こ と なく 取り 外す

こ と ができ る 。 　 なお、 取外し 後の湿潤養生は、 表（ 1） に準じ る。
表（ 2） 　 基礎・ 梁側・ 柱および壁のせき板の存置期間を定める ためのコ ンク リ ート の材齢

平均気温

20℃以上

セメ ン ト の種類

コ ンク リ ート の材齢（ 日）

２

３ ６

４ ５

８
20℃未満

10℃以上

早強ポルト ラ ンド セメ ント

普通ポルト ラ ンド セメ ント 高炉セメ ント Ｂ 種

高炉セメ ント Ａ 種

高炉セメ ン ト Ａ 種相当 フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種

フ ラ イ アッ シュ セメ ン ト Ａ 種

ｃ ． 　 スラブ下および梁下の支保工の存置期間は、 コ ンク リ ート の圧縮強度がその部材の設計基準強度

に達し たこ と が確認さ れるまでと する。
ｄ ． 　 スラ ブ下および梁下のせき板は、 原則と し て支保工を取り 外し た後に取り 外す。

ｅ ． 　 支保工除去後、 その部材に加わる荷重が構造計算書におけるその部材の設計荷重を上回る場合

には、 上述の存置期間にかかわら ず、 計算によっ て十分安全であるこ と を確かめた後に取り 外す。
ｆ ． 　 上記　 ｃ . より 早く 支保工を取り 外す場合は、 対象と する部材が取外し 直後、 その部材に加わる荷重

を安全に支持できるだけの強度を適切な計算方法から 求め、 その圧縮強度を実際のコ ンク リ ート の

圧縮強度が上回る こ と を 確認し なければなら ない。 　 ただし 、 取り 外し 可能な圧縮強度は、 こ の計算

結果にかかわら ず最低 12N/＊ 以上と し なければなら ない。
ｇ ． 　 片持梁または片持スラ ブの支保工の存置期間は、 上記 ｃ .  、  ｅ .  に準ずる 。

          の承認を 受ける。

 支柱の盛替えは、 原則と し て行わない。
          やむを 得ず盛替えを行う 必要が生じ た場合は、 その範囲と 方法を 定めて、 工事監理者

支柱の盛替え

調合管理強度 （ N/＊）Fm＝Fq＋mSn

及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と 。

　 給湯設備にあっ ては、  建設省告示１ ３ ８ ８ 号（ 改正告示１ ４ ４ ７ 号） 第５ により 、 風圧、 土圧

折    板                         　 　   　

捨て型枠          　                            

合成スラ ブ                                     

キースト ンプレート                             

デッ キプレ ート                                   

ALC版                   厚

厚

厚型式

型式

厚

厚

厚

1. 2

100
Ｈ ＝

QL-99-50-12
型式

型式

型式

告示第1388号（ 改正1447号） で定めら れたアン カ ーボルト 等で緊結する こ と 。

地震時の転倒、 移動などによ り 人が危害を 受ける おそれがないこ と 。

周囲に丈夫な壁または囲いを 設ける こ と 。

注 2） 　 溶接部の外観検査は、 告示１ ４ ６ ４ によ る 。
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●
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フ ラ イアッ シュセメ ント Ａ 種相当

高炉セメ ン ト Ｂ 種相当

フ ラ イアッ シュ セメ ント Ｂ 種相当

ｂ . 　 （ 注） 　 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ （ ２ ０ ２ ２ ）  P32 によ る。

  （ 注） （ １ ）    コ ン ク リ ート の圧縮強度は、 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ  ５  Ｔ -603 ま たは構造体コ ン ク リ ート の履歴温度の測定に

基づく 信頼できる方法（  たと えば 建設省告示第110号 [  付28 参照 ]  に基づく 方法 ） によるも の

と し 、 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ  ５  Ｔ -603 による 場合は、 供試体の養生方法は、 現場水中養生 または現場封かん

養生と する 。
  （ 注） （ ２ ）    構造体コ ンク リ ート 強度は、 Ｊ Ａ Ｓ Ｓ  ５  ２ ０ ２ ２ 、 11. 11（  P54 ・  P55 ） の方法によ っ て求める 。

ただし 、 供試体の養生方法を 標準養生と する場合は、 　 標準養生し た 供試体の圧縮強度から

支保工を取り 外す材齢における標準養生し た供試体の圧縮強度と 構造体コ ンク リ ート 強度と の

差を 差し 引いた値が設計基準強度以上である こ と と する 。

水セメ ン ト 比50％以下（ 捨て コ ン ク リ ート ・ 土間コ ン ク リ ート ・ 押さ えコ ン ク リ ート を 除く ）
単位水量１ ８ ５ kg/㎡以下

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義

●

●

●

●

● ●

SC CPRC CPRC I 種

φ

φ

セッ ト

セッ ト

非常用発電機

制御盤基礎

燃料油庫

排気フ ァ ン

基礎梁

φ セッ ト

公益財団法人 日本財団
日本財団災害対策拠点
(千葉県木更津市)新築工事

A-018

SM490A
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SN490C
STKR490

BCP325
SHC400C
STK490

STKN490BSTKN400B
SSC400
STK400
SHC400
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●軽量鉄骨造

日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事(重機格納庫基礎)
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HOOP
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重機格納庫：
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地盤改良図による●

●
●

●



5.　地中梁　D10-＠150HOOP最小かぶり厚さを確保する。

HOOP 2-D13 以上

（6）　計画供用期間の級が標準および長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、 余長 4dフック付

ハンチを付けた場合(a≧3)
d. 柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

e. 単純梁の下端筋

f. その他、本配筋標準に記載する箇所

図の・印の鉄筋の重ね継手の末端にはフックが必要

柱 梁

1

≧
 
15

d

Ｌ2

L
2 

o
r 

L3

1
a
2

　但し上筋と下筋を読みかえる

2. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

4.埋戻し土のある場合は 40 を 70 とする

3. 2 の鉄筋は D13 以上

40
7
0

1.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

間隔

粗骨材の最大寸法の1.25 倍以上かつ25 以上

a. 丸鋼、　b.あばら筋　c. 煙突の鉄筋　

　鉄筋のフック　（a～f に示す鉄筋の末端部にはフックをつける）

あきdo

(5)

異形鉄筋

あき dddo

間隔
丸　　鋼

 　　　屋外側では、設計かぶり厚さ（最小かぶり厚さ）を10mm 減じることができる。

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d 以上

    　〔　　〕 内は仕上がある場合。

　鉄筋のあき(4)

 べた基礎(3)

20d（両側） 40d（片側）

かぶり厚さ

LＣ

20
d
 以

上

LＣ

フック無し

2
0d

 以
上

計画供用期間中に
主筋のかぶりは杭間隔は 2×φ かつ φ+1000 以上

(20)〕

       30mm とすることができる。

       40mm とすることができる。

       を受けて40mm とすることが

【注】（1）　耐久性上有効な仕上のある場合、工事管理者の承認を受けて

 　　　維持保全の周期に応じて定める。

（5）　計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、

（3）　コンクリ－トの品質及び施工方法に応じ、工事監理者の承認

（4）　軽量コンクリ－トの場合は、10mm 増しの値とする。

（2）　耐久性上有効な仕上のある場合、工事管理者の承認を受けて

    　 できる。

維持保全を行う部材

および布基礎の立上り部

直接土に接する柱・梁・壁・床

基　礎 (60）70

30(20）30（5） 〔 30(30）40(20）

(40）50

ＣLベース筋

bb a

杭基礎(2)

d45° D

300 以下

a ＝ D1＋2d の範囲

b の範囲

主筋間隔の 1.5倍 かつ

主筋間隔は 200 以下

直接基礎(1)

捨フープD1

4.　基礎　

(30)〕〔 40

斜め筋　3-D13 以上

100 以上とする

(30）

(30）

(30）

超長期標準・長期
部材の種類

短　期

耐久性を要求する部材

構造部材と同等の

床スラブ・屋根スラブ

柱・梁・耐力壁

部　材
非構造

部　材
構　造

40(30）40(20）30(20）30

30(20）30 40(30）40(20）

40(30）40

屋内・屋外

40(40）50(30）

屋 内（6)屋 外屋 内

かぶり厚さ

杭
主

筋
 4

0
d

80
0～

10
00

余
盛

ｺﾝ
ｸﾘ

-
ﾄ

(40）50 10
0 

以
上

へりあき200 以上
(40）50

φ

(40）50

（6)屋 外

φ フラットバー @3000
（各 4 箇所）

スペーサー

10d 又は重ね継手　40d
HOOP 筋の継手は片側溶接

杭頭処理

mm(単位：　　  )

斫り部分

　現場打ちコンクリ－ト杭(2)

4
5d

重
ね

継
手

LＣ

ハ
ン

チ

柱

梁
幅

イ の拡大図

8
d

2-D13 （※一般のあばら筋同様

１

6～8

の物を２本束ねる）

イ

　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領(4)

ハンチ 梁幅 ハンチ

D

8d

　せいの高い梁のあばら筋(5)

Ｄ：1500 をこえる場合

　加工要領図

か
つ

 2
5
D 

以
上

主
筋

の
2
5d

 

又
は

計
算

上
必

要
な

長
さ

BPL下端

H
OO

P
 ＠

1
5
0

割裂防止用U字筋

地
中

梁

埋
込

み
長

さ

ベ－ス下の施工を慎重にする（注1 計算によらない場合である）

主筋
BPL下端

地中梁下端筋
40D以上

30～50

性能などについて十分
150 以上

に注意して設計された

もの。

30～50

根巻形柱脚を採用する

場合には耐力、変形、

注）

L1

フック付き

125 以上
125 以上D以上

注1

地中梁上端筋

HOOP 2-D13 以上

鉄骨柱 D

地中梁の鉄筋と頭付スタッド
による、おさまりに注意する埋込形

（基礎梁のない側）

根巻形

（基礎梁のある側）

HOOP  ＠100 

HOOP 2-D13 以上

鉄骨柱 D

場合、上向きとすることができる

　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(3)

0.75Ｄ かつＬａ以上

上端筋
継手範囲 下端筋継手範囲

L2

上端筋継手範囲

15dL
2

L
2

15d L1

外端部

Ｄ

※
0

00/4

20d

/2

L
2

内端部

※0/4

20d

0.75Ｄ かつＬａ以上

　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

L2

(2)

L1

※ 上端主筋の定着は、やむを得ない

L2

15d
外端部

※

L2

0

0

15d

0/4 /2

（継手範囲）

　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

Ｄ

(1)

※

0/4

L
2内端部

L2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う
3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

d/4 以下

ひび割れ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

　かぶり厚さ(3)

圧縮継手

a ≧ 400

約0.5L1

厚さが部分的に減少する箇所についても

L1

1.5L1 以上

L1

4. D29 以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

5. 鉄筋径の差が7ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状

ｄ

3mm以下

θ

θ〉80°
1.1d 以上

1.4d 以上

圧接面

d/5 以下

圧接面

基礎下端

8-D13

400φ

コンクリ－ト止め板

補 強 筋

杭　　径

6-D13

300φ、350φ

φ

8-D16

500φ

10-D13

450φ

10-D16

600φ

1.
5φ

φ
150

基礎下端

HOOP @150

Ｌ
2

圧接面

5
0

φ

所定の位置に止まった場合

補強筋

補強筋

1
50

Ｌ
2

HOOP ＠150

45°

3-D16

所定より低く止まった場合

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

但し　≦φの場合

1. 末端のﾌｯｸは、定着及び重ね継手の長さに含まない

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

継　　手
　（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）3.　杭　

(1)

5
00

 ＜
 H

 ≦
 
1
00

0

W1 の三角壁厚さは、200 以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

H ≦ 500 は ※ 印筋は不用とする

L1

※

300

W1

H

45°～60°

L2

3
-D

13

L1

L
2

※

※ 印筋は D10-＠200 とする

※
※

梁幅

※※

L2

(4) 　基礎接合部の補強

2.　鉄筋加工、かぶり

1.　一般事項

モルタル製のものは使用しない。又、打放し仕上部に使用する場合は、
露出面が大きくならないものを使用する。

　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。(1)

記　　号

呼び径d

ＣL

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　D…部材の成　　R…直径

o …部材間の内法距離　ho…部材間の内法高さ

ST…あばら筋　HOOP…帯筋　S.HOOP…補強帯筋　φ…直径又は丸鋼

…中心線　@…間隔　r…半径　

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

　記号

　鉄筋の表示記号(3)

(2)

最外径do

・　フックのない場合

・　フックのある場合

・　本数に差がある場合

・　機械接合表示

・　圧接継手表示
少ない

多い

(4)

●

D10

11 14

D13

18

D16

21

D19

25

D22

28

D25

33

D29

36

D32

40

D35 D38 D41

43 46

スペーサーの材質は鋼製、合成樹脂製、コンクリート製のスペーサーを使用し

.

注（１) dは呼び名に用いた数値とする

（２）折り曲げ角度９０° は、スラブ筋・壁筋末端部又はスラブと同時に打込む(Ｔ形
ばり)に用いるＵ字形あばら筋とともに用いる

　　（３）片持スラブ上端筋の先端、壁の自由端に用いる先端の余長は４ｄ以上とする
（４）ＳＤ４９０及びそれ以上の強度の鉄筋を９０°を超える曲げ加工する場合は、
　　　事前に鉄筋の曲げ試験を行い支障のないことを確認した上で、工事監理者の
　　　承認を得ること

Ｄ１６以下

Ｄ４１以下

Ｄ１９～Ｄ４１

Ｄ２５以下

Ｄ２９～Ｄ４１

鉄筋の種類 鉄筋の径による区分
鉄筋の折り曲げ

内のり直径（D）

ＳＤ　４９０

ＳＤ　３９０

ＳＤ　２９５Ｂ

ＳＤ　３４５

ＳＤ　２９５Ａ

６ｄ以上

４ｄ以上

３ｄ以上

５ｄ以上

d Ｄ

d Ｄ

d Ｄ
8d以上
余長

6d以上
余長

4d以上
余長

(３)

(３)

鉄筋の使用箇
所による呼称

壁　　　　筋

ス ラ ブ 筋

スパイラル筋

あ ば ら  筋

帯　　　　筋

基 礎 主 筋

柱・梁 主 筋

折曲げ

角　度

１８０°

１３５°

　 ９０°
(２)

　 ９０°

図

(1) 　柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

d

8d
以
上

ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

(2)

.

１８

２１

４５ｄ(５０ｄ)

２５ｄ ,１５ｄ(２０ｄ)

４０ｄ

３０ｄ３５d

４０ｄ(４５ｄ)

３０ｄ

,１５ｄ(２０ｄ)

２１

,１５ｄ(２０ｄ)

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

３５ｄ(４０ｄ)

２５ｄ(３０ｄ)

３５ｄ

２５ｄ

３０ｄ(３５ｄ)

２０ｄ(２５ｄ)

３０ｄ

２０ｄ

３０ｄ(３５ｄ)

２０ｄ(２５ｄ)

３０ｄ

２０ｄ

２５ｄ(３０ｄ)

１５ｄ(２０ｄ)

２５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

(２０ｄ)

２４～２７

３０～３６

３９～４５

５０ｄ(　－　)

３５ｄ(　－　)

４５ｄ(５５ｄ)

３５ｄ(４０ｄ)

４０ｄ(５０ｄ)

３０ｄ(３５ｄ)

４０ｄ(４５ｄ)

３０ｄ(３５ｄ)

３５ｄ(４０ｄ)

２５ｄ(３０ｄ)

４０ｄ(　－　)

３０ｄ(　－　)

４０ｄ(４５ｄ)

３０ｄ(３５ｄ)

３５ｄ(４０ｄ)

２５ｄ(３０ｄ)

３５ｄ(４０ｄ)

２５ｄ(３０ｄ)

３０ｄ(３５ｄ)

２０ｄ(２５ｄ)

,２０ｄ(　－　)

,２０ｄ(２５ｄ)

,２０ｄ(２５ｄ)

,１５ｄ(２０ｄ)

１５ｄ

２０ｄ

(　－　)

(　－　)

L =20d

L h=10d

床スラブ

の場合

L =10d

かつ

150以上

は適用外

SD490

SD295

SD345

( )はSD345

　　　を示す

SD390

(SD490)

(-)は適用外

４８～６０

(8d以上)

余長

L L h

La , Lb

La , Lb 採用時全長 L

L h L h

余長 余長
(6d以上) (4d以上)

直線定着 90°ﾌｯｸ付き定着 135°ﾌｯｸ付き定着 180°ﾌｯｸ付き定着

1

1

2

2 3 3

3

3

3

2

2 2

2

2

2 2

1

2

,１５ｄ

,１５ｄ

,１５ｄ

,２０ｄ

３５ｄ(３５ｄ)

　　　事前に鉄筋の曲げ試験を行い支障のないことを確認した上で、工事監理者の
　　　承認を得ること

(2) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ「JASS5(2018)」に準拠

鉄筋の種類
コンクリートの
設計基準強度

（N／mm ）

定着の長さ
重ね継手の長さ

一般

ﾌｯｸ付き Lb

下端筋

L  , L h

一般定着の直線L  またはフック付きのL h , La , Lbの図

上端筋

小梁・床スラブ

8. 鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない

1. 重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL hは仕口面から鉄筋の折曲げ起点まで

　 とし、末端のフックは定着長さに含まない

2. 軽量コンクリートを使用する場合は、(2)表の数値に5dを加算する

3. 構造設計標準仕様1-(12)で政令第73条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の継手長さはL かつ40d(軽量

   コンクリートを使用する場合は50d)とする

4. 構造設計標準仕様1-(12)でJASS5(2018)、RC規準2018とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の継手重ね長さ

   は設計者の指示による

5. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

6. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

7. D35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない

9. 突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による

上段 直線　L 上段 直線　L

下段 ﾌｯｸ付き　L h 下段 ﾌｯｸ付き　L h , La

2

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義第   1739 号

第 97540 号
構造設計一級建築士
一級建築士 吉　 岡　 順　 一

<構造設計者> 公益財団法人 日本財団
日本財団災害対策拠点
(千葉県木更津市)新築工事

重機格納庫： A-019non scale
構造配筋標準図（１）



梁、又は床面に一段目を

スラブに上端筋がある場合

横筋の配置は上下端とも

D13

t

スリット部

完全スリット

壁と壁（平面図）

0.75Ｄ かつＬａ以上L1

1

L1

(3)

a

　二段筋の保持

a

注 1. 1.5Ｄ の範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし ＠100 以下とする

ａ＝1.5×（呼び名の数値）

6φ－@1000

e ≦ D／6 e ＞ D／6

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ2本

6d

a

1
00

40
0

1
0
0

D

L2

D

6d L
1

注 2.  1 の鉄筋は 2-D13 かつ、２本の一段太い鉄筋とする

　絞り(5)

柱 D

(6)e

6d

e

15d

柱 D

1

L
2

L
2

L
2 L
2

L
2L2

1
.5

d

p
p

p
p

1
.5

d

a SRCの場合

D10 @200

1
8
0°

曲
げ

4d900 ≦ D ＜ 1200 4-D10（9φ）2段

D10（9φ）@1000以内で割り付ける

4d
1200 ≦ D

幅止め筋

D10（9φ）@300以内
4d腹筋

D ＜ 600不要

　　　　両床版付（Ｔ型）梁で c 又は b とすることができる。

（ロ）　フックの位置は a にあっては交互、b にあってはスラブ側とする。

（イ）　原則として a のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で b 、

a
(5) 　幅止め筋の本数、加工

a

600 ≦ D ＜ 900
腹　　筋

4d

幅止め筋
2-D10（9φ）1段

D

4d

・無筋部分D10@200長さ800以上

300

D

50

D10 @150

D13 @200ﾀﾞﾌﾞﾙ

間仕切壁との交叉部b

D

(8)D13

600
L1

・設計配筋間隔の1/2ピッチ長さ2L1以上

（ダメ穴打継面について）

2-D16

　打継ぎ補強

250

20
0

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、又は、
同サイズを２本巻きとする

（注、床版がない場合は135゜以上のフックとする）

6φ－@1000

　あばら筋の型
柱 D

(4)

a
6d

b
6d

8d 8d

6d

4d

d
6d

c

8
d

e
6d

＊

柱面より50以内の位置に配筋する

　あばら筋、腹筋、幅留めの配置

＊は幅止め筋

梁
 
D ＊

＊
＊ ＊＊ ＊

＊
＊

＊

つり上げ筋

D16

　土間コンクリート(6)

a 軽作業の土間

(7)

折曲 D10 @200

2DD13

D DD以
下

D162D

L11200 × 600 以下

　釜場

2-D16

L1 D≦
H≦

2
D

H

端部

中央

L1
2D

500中央 500

D13
端部

D

L1

DD
以

下

D10 @150

L1
500

2D

L1

500

D16

H

D
≦

H≦
2D

末端部の添巻は 1.5 巻以上とする
Ｌ は中間部 50d かつ 300 以上

Ｌ は 50d 以上かつ 30cm 以上とする

○柱脚で斜材となる

日型

　斜め柱・斜め梁

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

L2

(4)

1

○柱幅と斜材幅が異なる

注1. 第一帯筋は、梁づらに入れる

第１帯筋

交互とする

注3. フック及び継手の位置は、

主筋の位置をさける

注2. Ｗ型で現場溶接をする場合は

8
d

6d

皿型

10d 以上

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

4d

2d 2d

両面溶接 5d 以上
　は片面溶接 10d

6d

5d

ロ型

継手の好ましい位置

　帯　　筋

第１帯筋
D

(3)

0.
2
％

以
上

と
す

る

6d

150 以下

150 以下
〃

パ
ネ

ル
部
分

は

135°

5d 以上

H型（タガ型）イ

150 以上

ロW型（溶接型）

12d 0/32 L115d

は継手の好ましい位置

L0

L /40D

/40

L D0/4

/4

LC
0

25d

　大梁主筋の継手
Ｌ

(2)
0

先端 端部

片持梁筋折り下げ あばら筋を入れる

L2

平面

(5) 　床版段差

250

柱

12d
1/2B1/2B

面

片持梁の定着C

平　面

Ｌ

△正

B

（補強あばら筋は小梁主筋側に必ず入れること。）

正　面
θ=45°

斜めでもよい
下向きでもよい

12d

15d

最終端

20d

斜めでもよい

小梁の定着

ハS型（スパイラル型）

b L2

20d
/60

0 連続端

20d
0/4

15d0/4 15d
CL

補
強

筋
の

定
着

設
け

る
）

出
隅

部
分

の
補

強
筋

は
D
1
3、

下
端

筋
は

D
10

を
（

つ
な

ぎ
部

の
中

間
に

上
端

筋

（出隅受け部配筋）

L

（出隅部分補強配筋）

　床板開口部の補強

1

(4)

21≧注　　　　とする
出隅部分の補強筋

 （開口径500程度の場合）

3 L
1

/2
1

1
/
2

2

出隅受け部
1 2≧

1

注　　　　　　　とする

(2)

同本数をハッチ部分に

補強筋として出隅部の

それぞれの方向に出隅

配置する。

※出隅受け部補強筋は、

2

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。3
L

　片持ちスラブ出隅部補強
L

/21

(3)

1 一般床版配力筋

a

b

※

1/2

L2

L
2

※の個所（入隅）は各階補強する

＝1,500とし,上端筋の下に配筋する

補強筋は各3-D13 又はスラブ主筋の同一径で

d

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びにはりのせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長
さが不足する箇所に付ける

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

　柱主筋の継手 　柱主筋の定着

h0/
2

4
0
0 

以
上

/
2

標
準

10
00

圧接継手

h
0

/
4

h
0

h
0
/2

+1
5dh0

重ね継手

h
0

/
4

h
0

L2

h0
/4

h0

h
0
/2

+1
5d

　
※

L
2
h

h0
/
4

L2

6.　柱

(1) (2) 一般床スラブb　定着および継手　定着
（梁主筋を折曲げるとき）

以上又は180°フック付とする

　L2 がとれる場合でも柱中心線を

　こえて中間折曲げテ－ル長 150

柱幅が大きくて、直線部だけで

L2
 
以

下 D2L   を示す

一 般 階
補強かご鉄筋

0.75Ｄ かつＬａ以上

L1

※L2
Ｌ2+5d

Ｌ2+5d

0 L2 フック付

注）点線は下端筋の曲上げ定着

最 上 階

折曲げ起点は中心線をこえる

Ｌ
2
+
5d

0.75Ｄ かつＬａ以上補強かご鉄筋

主筋と同径

柱頭補強かご鉄筋

Ｄ
ことを原則とする

20d

大梁a

Ｌ2

o/4 15d

※L2
+5

d

15
0
以

上

L2

柱幅

CL
L2

柱幅が大きい場合

10dかつ150以上

1
0d

以
上

短・長辺方向下　端　筋 A  C

　屋根スラブの補強(2)
D13

継手位置は原則として下表による。

上　端　筋 短辺方向

長辺方向
L2

標準継手位置

B

B

15d

肩筋D13以上

L
x/

4

15d

CAC

配置する。

床にc

バーサポート
25d

L2

a 片持床スラブ

75～100 60

L
yABA

L
x
/4CAC

Lx/4Lx/4

　定着
a 梁に

L=鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)の2-(2)による。

7.　大梁、小梁、片持梁

(1) 吊あげ筋CL (1)

8.　床　板

Lx

(1)

9.　壁

D
（

柱
幅

）

被り厚さ以上とする。

は階高の１／１００程度

2-（4）被り厚さの表、最小
スリット部の鉄筋の被り厚さは

は階高の１／１００程度

250t

t

t 250

柱

250

2-D13 2-D13

ダブル配筋

Ｄ10@400程度
シーリング材使用

亜鉛メッキ

（防錆鉄筋）Ｄ10@400程度

W
t

シーリング材使用

（設計図に記入のあるとき）

部分スリット

W

シングル配筋

L
2

亜鉛メッキ
（防錆鉄筋）

かつ7cm

W≦D/6 . Wt/2

t
W

L2

D13

L2 L2

L
2

D13

受筋 D10

ｲ  は壁配筋と同じ

L2 L2

ｲ
D13

L2縦筋は、柱面に一本目

L
2 

か
つ

中
心

線
を

超
え

る

1,000
スラブに上端筋がない場合

受筋D10L2

D13

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

　を配置する。

L2 ｲ

D13

L2

柱に（平面図）

150程度L
2

L2
a

L
2

b

1
50

程
度

L2かつ柱中心線を超える

Lb

15do/4

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義

40

a:鉄筋の止まりは目地から50mm以内

配力筋主筋

20

20

かつ 30mm以上とする。

20

a a
20

・誘発目地部分の鉄筋は、原則、配力筋の

　下端筋のみを切断するが上端筋のみを

　切断してもよい。

・手摺の鉄筋は全て切断する。

・コーナー筋 D13 についても切断する。

誘発目地打込材形状

1
5

20 15

20

2
0

20

20

15

20

ＢＡ Ｃ

※Ｂ
Ａ

Ｃ

目地材の除去はコンクリートが
硬化後とする。

※Ｂ部分については、キャンチスラブの無い場合でも
@3000～4000内外に誘発目地を設置する。

亀裂誘発目地

ハッチと誘発目地が重なる場合

上下共

L2
梁面

L2

L2

手摺L2
L2

梁
面
よ
り

L2

※

　D13

横筋は目地部分で切断する
（下筋のみ）

斜め筋は
上下筋共不要

誘発目地

小開口の補強

・径100mm以下で鉄筋を切断しない場合は補強筋不要。

・鉄筋を切断した場合は、切断した鉄筋径以上を

　開口脇に配筋する。（右図による）

・小開口が複数ある場合は下記　開口補強　による。

L2 L2

L
2

L
2

開口補強

A：開口面積

ｍ1.0≦かつ0.3A ≦① ｍ

※

2
L

2L

4-D13

2L

2-D13

L
2

4-D13

2 ｍ1.0≦かつｍ1.0≦Aｍ≦0.3②
2 2

2

L
2

2

2

L

6-D13

L

L

6-D13

2-D13

※ :①の補強方法について、施工用の仮設荷揚げ開口の場合は、
2

開口長手方向＝スラブ短辺方向とし、30ｍ 以下のスラブに限る。

片持ちスラブの避難ハッチ補強

逆梁等で片持ちスラブ部分以外に開口が開く場合は、上図の開口補強要領による

※上端筋は溝の手前で切断とする

5-5

補強筋

公益財団法人 日本財団
日本財団災害対策拠点
(千葉県木更津市)新築工事

non scale重機格納庫： A-020
構造配筋標準図（２）



16.　布基礎交差部配筋要領

50＜ｔ≦100　　Ｄ13＠300ｔ≦50　　補強なし

Ｂ部分については、
キャンチスラブの無い場合でも
@3000内外に誘発目地を設置する。

外廊下・バルコニー等亀裂防止目地　要領図  

1520

t1

Ｃ

目地材の除去はコンクリートが硬化後とする。

※15

Ａ Ｂ

※ 1
5

20

Ｃ

Ａ

Ｂ t2≦150　※＝20

※2
0 210

240

t1

20

30

※

260 35

t2

　上端筋のみを切断してもよい。 20

・コーナー筋 D13 についても切断する。

・手摺の鉄筋は全て切断する。

a:鉄筋の止まりは目地から50mm以内 かつ 30mm以上とする。

誘発目地打込材形状

4
0

20
a a

※

主筋 配力筋

2
0

・誘発目地部分の鉄筋は、原則、配力筋の下端筋のみを切断するが

100＜ｔ≦200　　Ｄ16＠300
ｔ＞450　設計図による

11.　

亀裂誘発目地

200＜ｔ≦450　　Ｄ16＠200

（上端増打ちについても同様とする。）

L
2

H

B

n-D19

*

（隅　柱）

m-D13

*

(地中梁)

GL

スターラップ材と同径、同ピッチ

軸方向補強筋

及び工事監理者と打合せのこと）

（増打するときは事前に設計者、

D10 @400

注） h0 ≦ 25t かつ 3500 以下とする。但し直交方向 25t 以内に壁、又は柱がある場合は除く

D10＠200（共通）

は打増し部分を示す

（定着は10ｄ　また、柱脚部分は定着不要とする）

●

● 軸方向補強筋

B

腹筋に準ずる

10.　柱、梁　増打コンクリ－ト補強

柱(1)

ｔ300以上

(2)　梁

300以上
軸方向補強筋 軸方向補強筋

ｔ

L2

注） h はコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200 ≦ h ≦ 400

注） 継手部は必ずモルタルを充てんすること

L2

L1

L2L2

D13

h D10

h
0

L1

t

D13

th
0 L
1

D13

D10 @400

D10 @600

D13

D10 @400

D13

L
1

D10 @600

ｔ
30

0以
上

61000＜H≦1200

上端の増打

450＜Ｂ≦600

600＜Ｂ≦900

5

6

Ｂ≦350

350＜Ｂ≦450

B寸法 (mm)

4

3

n (本)

（中　柱）

350＜H≦1000

Ｈ寸法 (mm)

H≦350

m (本)

4

2

B

スターラップ材と同径、同ピッチ

-D10 @1,200

L
2

地中梁増打補強配筋要領図14.　

H

（側　柱）

主筋

主筋

B
2

B1≧B2

両辺の主筋を入れる

B1

大きい方の主筋を入れる主筋

B
2

B1

主筋

一辺の主筋を入れる

主筋

主筋

B
2

B1

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）
D10 @200

D10 @200ダブル

D10 @200ダブル

L2

　コンクリートブロック張壁

一般の場合

L2

(5)

下部防水立上りのある場合

L2L2

H

L1

L2

D13
L2

D13

1
0
0 

以
下

（但し Ｈ ＞ 800 以上の場合、設計図による）

H
L1

100 以下

150 以上

　手摺、パラペット

120 以上

(4)

手摺 パラペット

D13

L
2

12.　梁貫通孔補強

13.　基礎梁に設ける貫通スリーブの取扱い

　Y方向、左右の地中梁ﾚﾍﾞﾙの高い方の
※X方向、左右の地中梁ﾚﾍﾞﾙの高い方と

基礎天端位置算出方法

　基礎仕口部のﾊﾟﾈﾙｿﾞｰﾝ天端位置とする。
　天端ﾚﾍﾞﾙを比較してﾚﾍﾞﾙの低い方を

A<B<C<D

○基礎部天端位置を決定する場合（特記の場合を除く）

の範囲とする。

梁成が異なる場合

左

地
中

梁
C

Y

平　面

地中梁B

右

地
中

梁
D

地中梁A

X
左

柱

Y

地中梁ﾚﾍﾞﾙ

右
X

低い

柱
パネルゾーン

直交梁

梁

○両方向ラーメン構造の場合

パネルゾーンは、

逆梁の場合

パネルゾーン

X-X 断面

直交梁

地中梁C

地中梁A

高い

地中梁B

地中梁D

柱

パネルゾーン

Y-Y 断面

直交梁

地中梁A

地中梁C

柱

地中梁B

地中梁D

○左右の梁に段差が有る場合

柱

パネルゾーン

直交梁

逆梁

梁

柱

梁

パネルゾーン

　床版、壁

15.　増築予定

　柱、梁

(3)

≧ L1

50

D13
5
0

≧
 
L
1

(1)

≧ L1

50

5
0

≧
 
L1

≧ L1

50

L
1

D13

D13

（将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する）

　地中梁(2)

17.　パネルゾ－ン部分

スラブ無し　
　キャップ形状は

　形とする

・補強筋は既製品を使用する。（縦並び開口を設ける箇所はダイヤレンNSを使用することとする。）

・スリーブが集中する場合は、集中するスリーブの外接円を考え、外接円φの

　貫通孔があいているとして補強する。他のスリーブとの離隔もこのφで計算する。

・基礎梁（Ｄ≧１５００）では、２個を限度として縦並び配置も可とする。

・連通管１００φの半割りは１００φ未満と解釈して補強は不要とする。

　スリーブ間隔の計算を行なう。

・人通孔が四角の場合は、外接する円を開口径（φ）として、

・縦並び開口を設ける箇所はダイヤレンNSを使用することとする。

特記無き限り下図を原則とする（孔径は外径を示す）

1 貫通要領はダイヤレン、ウェブレン標準図による

2 は、スリーブの開孔不可な範囲を示す（300mm未満）

3　　300mm以上のスリーブの条件（基礎梁に限る）

・柱際から800mm以内の部分に設けてはならない

800

スリーブ（原則として梁上下の中央付近に設ける）

800

柱 柱

100 Ａ部 100

スリーブ

D

※：大梁と同様

※：大梁と同様

*
*

(
3
0
0
)

(
3
0
0
)

2
5
0

2
5
0

＊(  )内は３段筋の場合を示す

基礎大梁 小梁・基礎小梁

基礎大梁及び小梁・片持梁

Ａ部

L'≧D L'≧D

スリーブ

※
※

D

梁せい D

450mm≦D＜700mm

900mm≦D

700mm≦D＜900mm

250mm

200mm

180mm

へりあき※

※は梁せいによって異なるへりあき
大梁

大梁

スリーブを設けてはならない範囲

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義

公益財団法人 日本財団
日本財団災害対策拠点
(千葉県木更津市)新築工事

non scale重機格納庫： A-021
構造配筋標準図（３）



株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
重機格納庫：地盤改良図 S=1/100 A-022
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読み指示

総補強長

本  数
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施工深度
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直径 mm
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kg
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底版用掘削刃

m×GL-

GL-
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普通ポルトランド

N/mm2

(A4)

設計 施工 承認

物件名

縮尺

株式会社　サムシング
作成日

承認日

更新日

-

-

本検討は、貴社より頂いた検討条件を基に弊社にて行ったものです。荷重等の検討条件の変更や現場状況等により検討結果や杭配置が変更になる可能性があります。
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0
0

支持・摩擦
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GBRC 性能証明 第18-05号　改2

2025.11.14

鈴木

方位

※高止まりする可能性があるため、試験杭で得られた貫入抵抗値（圧入圧）を参考に打ち止めを判断します。

木更津災害対策拠点プロジェクト　格納庫
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※設計GL＝19.87mとしています。
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※アンカーボルトのサイズについて

又は

W1/2を使用する場合はボルト1本につきワッシャー1枚と

ナット2個もご用意ください。

※寒冷地等は、地域の実情に合わせた基礎にしてください。

<縮尺> S=1/80

～一般型～
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基礎詳細図　S=1/20

S=1/80,1/20重機格納庫：基礎詳細図 A-023

入口床面コンクリート仕上断面 シャッターレール受皿埋込位置
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(Y方向芯線AB間)
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基礎断面B

一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義
一級建築士事務所 第　　６０２０号

株式会社　地区計画コンサルタンツ 公益財団法人 日本財団

日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事



株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
重機格納庫：基礎参考資料 non scale A-024



株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
事務所：仕様表・平面図・
　　　　立面図・建具表

S=1/100 A-025

1F:57MS1（柱100）(S) 同等品

建築番号

型式

2510066-ES-00
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5
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5621(柱芯)

名称 仕様 色

屋根
ｼﾙﾊﾞｰ N5.5

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t=20 -

雨樋
軒樋:鋼板t=1.6+塗装 ブルー

ブルー

ブルー

ブルー

縦樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管

庇 ｱﾙﾐ W1700×D900(AP60) ｼﾙﾊﾞｰﾒﾀﾘｯｸ

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ) 断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=40

ｵﾌﾎﾜｲﾄ 5Y9/0.5

板金金物 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ:鋼板t=1.2+塗装 土台ｶﾊﾞｰ:鋼板t=1.2+塗装

塗装 鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

外部建具 ｱﾙﾐｻｯｼ ｼﾙﾊﾞｰ

仕上:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き t=0.5 (不燃NM-8697)

外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5 (不燃NM-8697)

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5 (不燃NM-8697)

 ■　外部仕様

東ﾘ ｵﾌﾎﾜｲﾄ

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

t=6.0

ﾏﾁｭｱNW ｶﾗｰ鋼板

t=0.5

木下地22㎜

備考

下地
室名

仕上/寸法/色品名/品番/ﾒｰｶｰ

事務室

床 外周壁

1階

階数
仕上/寸法/色 品名/品番/ﾒｰｶｰ下地

天井

仕上/寸法/色

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ(木目調)

<ｼｯｸﾊｳｽ対策>

･壁､床､天井､建具仕上げに用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

･天井裏などへの措置については､天井裏､床裏､壁､収納に用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

 ■　内部仕様

火山性ｶﾞﾗｽ質複層板+化粧ｼｰﾄ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

捨貼り合板t=5.5

t=2.0

■　照明設備  凡例

記号 名称

人感ｾﾝｻｰ付LED屋外用ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ 440lm(ﾏｯﾄｼﾙﾊﾞｰ)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(埋込形)4000lmLEDｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

■　換気給気設備  凡例

記号 名称

20cm換気扇 壁ｽｲｯﾁ ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞ 防虫網付

Φ150給気口 防虫網付

20㎝

Φ150

51.80 ㎡

1階床面積 51.80 ㎡

延べ床面積 51.80 ㎡

 ■　建物面積
建築面積

ｽﾃﾝﾚｽ丁番・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(親扉のみ)

ﾌﾗﾝｽ落し,ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ,本締錠

親 FL5 / 子 FL5
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名称 仕様 色

屋根
ｼﾙﾊﾞｰ N5.5

断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t=20 -

雨樋
軒樋:鋼板t=1.6+塗装 ブルー

ブルー

ブルー

ブルー

縦樋:ｶﾗｰ塩ﾋﾞ管

庇 ｱﾙﾐ W1700×D900(AP60) ｼﾙﾊﾞｰﾒﾀﾘｯｸ

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ) 断熱材:ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=40

ｵﾌﾎﾜｲﾄ 5Y9/0.5

板金金物 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ:鋼板t=1.2+塗装 土台ｶﾊﾞｰ:鋼板t=1.2+塗装

塗装 鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

外部建具 ｱﾙﾐｻｯｼ ｼﾙﾊﾞｰ

仕上:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き t=0.5 (不燃NM-8697)

外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5 (不燃NM-8697)

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.5 (不燃NM-8697)

 ■　外部仕様

東ﾘ ｵﾌﾎﾜｲﾄ

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18

t=6.0

ﾏﾁｭｱNW ｶﾗｰ鋼板

t=0.5

木下地22㎜

備考

下地
室名

仕上/寸法/色品名/品番/ﾒｰｶｰ

事務室

床 外周壁

1階

階数
仕上/寸法/色 品名/品番/ﾒｰｶｰ下地

天井

仕上/寸法/色

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ(木目調)

<ｼｯｸﾊｳｽ対策>

･壁､床､天井､建具仕上げに用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

･天井裏などへの措置については､天井裏､床裏､壁､収納に用いる建築材料はすべてF☆☆☆☆､または規制対象外の材料を使用する｡

 ■　内部仕様

火山性ｶﾞﾗｽ質複層板+化粧ｼｰﾄ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

捨貼り合板t=5.5

t=2.0

■　照明設備  凡例

記号 名称

人感ｾﾝｻｰ付LED屋外用ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ 440lm(ﾏｯﾄｼﾙﾊﾞｰ)

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ(埋込形)4000lmLED ｽﾃﾝﾚｽ製ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

■　換気給気設備  凡例

記号 名称

20cm換気扇 壁ｽｲｯﾁ ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞ 防虫網付

Φ150給気口 防虫網付

20㎝

Φ150

51.80 ㎡

1階床面積 51.80 ㎡

延べ床面積 51.80 ㎡

 ■　建物面積
建築面積

ｽﾃﾝﾚｽ丁番・ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ(親扉のみ)

ﾌﾗﾝｽ落し,ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ,本締錠

親 FL5 / 子 FL5

金物:
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電灯分電盤(50A)

壁付片切ｽｲｯﾁ　　　　  15A　照明用

壁付2口接地極付ｺﾝｾﾝﾄ　 15A　125V×2

15A 125V×2壁付2口接地極付
接地端子付ｺﾝｾﾝﾄ

0.5A　ｵﾝﾋﾟｶ壁付片切ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ

2E
L1L1

2EETWP

イ

イ

イイ

イ

イ ロ ロ

ロロ

ロ ロ

2E2E

AC200V

2E2E

AC200V

2E 2E 2E
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L3

イ
ロ

15/20A共用 250Vｴｱｺﾝ用ｺﾝｾﾝﾄ(200V)

消

消 消火器(ABC粉末10型)
消火器BOX(自立型)：ユニオンUFB-3F-2402(同等品)：プレハブ工事対象外,本体工事で見込むこと
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公益財団法人 日本財団
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1F:57MS1（柱100）(S) 同等品

建築番号

型式
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櫓、テーブル等→工事前に施主側で撤去

近隣住民が生活道路として利用している道であるため、
敷地内生活道路

極力通行を妨げることのない工事計画とすること。

工事完了後物置は本体工事にて撤去、コンテナは施主側でリース元に返却
(工事期間中、コンテナ[事務所]及び物置の施主利用有るため)
コンテナ、物置等は工事状況に合わせ敷地内で随時移動(移動は本体工事で行う)
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一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野 隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団
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トイレカー駐車スペース

重機練習場

申請建物①：テント
申請建物②：車庫
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ス
H1,200

浸透升、浸透トレンチ、
浸透トレンチ長さ

敷地境界線
※危機管理課提供の求積図より作成

■凡例

砕石敷き(単粒度砕石)

砕石敷き(敷地内車路：クラッシャーラン)

砕石敷き(単粒度砕石)：排水管設置箇所

1/500 A-029外 構 図

雨水オーバーフロー管施工後舗装復旧

※計画高さ＝現況高さを原則とする。

フェンス設置時等低木要伐採

※埋設配管・電線等に注意すること。

雨水オーバーフロー管

φ150

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
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ワイヤメッシュ

φ50.8×1.6

胴縁

（ハイテンション線）

Ｂ Ａ

φ50.8×1.6
45
0

180

2000 2000

GL+0m

11
5
0

50

12
00

20
0

180

メッシュフェンスH1,200(朝日工業AR-A1200-MS同等品) S=1:20

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

□60×30×1.6

（ハイテンション線）
ワイヤメッシュ

φ38.1×2.3
施錠装置

φ50.8×2.3

20
0

300×200

舟形落し受付
落し φ16

φ89.1×3.2

□350

60
0

11
5
0

50

3
50

12
00

GL+0m

W3000

蝶番

開き方向

S=1:20メッシュフェンスH1,200 門扉w3,000(朝日工業AR両開き門扉H1200-MS×W3000同等品)

　・主柱

　　パネル取付金具類
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

備考：外装について

　・ワイヤメッシュ

  　胴縁
亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

・ボルト、ナット：溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

1.外装について

備考

　・枠体

　　パネル取付金具類

　・施錠装置、落し

　　ボルト式蝶番

  ・門柱：溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

　・ワイヤメッシュ：亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装

　・ボルト、ナット：溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とし一部のボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみ（ＳＵＳ品を除く）

溶融亜鉛めっきのみ

2.本図門扉は施錠と反対側１８０°開き、施錠側落しとする。

株式会社　地区計画コンサルタンツ
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砕石敷き(敷地内車路：クラッシャーラン)

車路

路床

単粒度砕石Ｓ－３０（４号）

30
0

S=1/10

＊地盤強度が弱い場合は別途考慮すること

　車路荷重についても同じ

砕石転圧仕上げ

S=1/10砕石敷き(単位粒度砕石)

15
0

5
0

車路

路床

単粒度砕石Ｓ－３０（４号）

2
50

密粒ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

S=1/10雨水オーバーフロー管施工後舗装復旧

＊地盤強度が弱い場合は別途考慮すること

　車路荷重についても同じ

＊周囲舗装と組成が異なる場合は周囲組成に倣うこと

単粒度砕石S-30敷

砕石敷き(単位粒度砕石)：排水管設置箇所 S=1/20

60
0

□1,000

3
0

30

Y1

S=1/20

事務所入り口

300 1,280

1
61

16
1

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

事務所入り口階段(W2,480)

単粒度砕石S-30敷
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発　　　電　　　設　　　備

構　内　交　換　設　備

構内情報通信網設備

情　報　表　示　設　備

映　像・音　響　設　備

誘　導　支　援　設　備

駐　車　場　管　制　設　備

監　視　カ　メ　ラ　設　備

テレビ共同受信設備

拡　　　声　　　設　　　備

呼　　　出　　　設　　　備

火　災　報　知　設　備

中央監視制御設備

防犯・入退室管理設備

構　内　配　電　線　路

構　内　通　信　線　路

テレビ電波障害防除設備

　．工　事　仕　様

１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

２．特　記　仕　様

２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。ただし，○印のない場合は※印を適用する。

１．共　通　仕　様

１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の電気設備工事

　　及び電気設備工事標準図（平成１３年版）による。

　　共通仕様書（令和４年版）（ただし、改修工事の場合は電気設備改修工事共通仕様書（令和４年版））

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適

　　用する。なお、機械設備の工事仕様は（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

３）県内産建設資材の優先使用

請負者は工事に要する資材の調達にあたり、県内産建設資材の購入及び県内取扱業者からの購入に努めること。

とする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

使用する機材が、建設大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評

て、共通仕様書第１編第１章第４節１． ４．１（ｂ）の品質及び性能を有することの

証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、共通仕様書に規定される製作

最大電力５００Ｋｗ以上の場合においても，第１種電気工事士により施工を行う。

図、試験成績表等は除く。

者の負担とする。

機　　　　　材　　　　　等

電　　気　　工　　事　　士

機材の品質・性能証明

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの

２．

１．

３．

価事業　設備機材等評価名簿（令和４年版）」による場合は、評価書の写しをもっ

本工事に必要な工事用電力，水などの費用及び官公署への諸手続きなどの費用は請負工事用電力，水，その他４．

５． 監　督　員　事　務　所

工　事　用　仮　設　物 構内につくることが（　※できる　・できない）

・設けない　　・設ける　（　　　号）

６．

特　　記　　事　　項項　　　　目

一

般

共

通

事

項

埋　　　設　　　表　　　示 ・黄銅板製（避雷設備用及び共同接地極埋設表示）

・コンクリート杭に方向種別を記入したもの（上記以外の接地極及び地中配線の埋設

露　出　配　管　の　塗　装 塗装する部分　　・居室，廊下等　　・屋外

　表示）とする。ただし，舗装された場所は鉄製のものとする。

屋上・屋側の支持金物等 ステンレス製とする。（装柱金物は除く）

２１．

２２．

２３．

他工事との取合い 図面に記載されていない工事区分は、別紙工事区分表による。

天　井　仕　上　げ　区　分 図中（室名）で表記した部屋はスラブ天井を示し、その他は二重天井を示す。

２４．

２５．

カバープレートの用途別表示

接　　　　　地　　　　　極

呼　　　　　び　　　　　線

フロアプレート・ベース

電線本数・管路等

フラッシュプレートの材質

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１． ２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・砲金製　　・アルミ合金製

シール等を貼付する。

分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径な

どは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

接地極の材料は次による。なお，ＥＢはＬ＝１，５００とする。

交　換　機　　用

通　　信　　用

通　　信　　用

測　　定　　用

避　　雷　　用

低　圧　避　雷　器

高　圧　避　雷　器

共　同　接　地

接地の種類

Ａ　　　　　種

Ｂ　　　　　種

Ｃ　　　　　種

Ｄ　　　　　種 １００Ω以下

Ω以下

Ｅ　Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ｅ

Ｅ

及びＥ

０

ｔ

Ｅ Ω以下

Ｅ

Ｅ

Ｌ

ＬＨ

ＬＬ

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

Ａ Ｄ

ＥＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａｔ

記　号 接地抵抗値

ＤａＥ

Ｅ

Ｄｔ

ＥＢ（Ｄ＝１０叉はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０叉はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０叉はＷ＝３０）×１

ＥＰ×１

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１０叉はＷ＝３０）×２連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　１組

ＥＢ（Ｄ＝１４叉はＷ＝４０）×３連－　２組

接　　　地　　　極

重要機器　　（・配電盤　・自家発電装置　・交換機　・直流電源装置　・ＵＰＳ

２）設計用鉛直地震力

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・金属製（ステンレス，新金属も含む）　・樹脂製１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

事

項

１５．

　　　　　　　・火災報知受信機　・中央監視制御装置　・　　　　　　　　　　　）

設計用標準水平震度通

　　機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき

　　場合、設計用標準水平震度は、次による。

２．０

２．０

１．５

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５ １．０

１．０

１．０

０．６

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

重要機器 一般機器

特定の施設

１．５

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０ ０．６

０．６

０．４

０．６

０．６

１．０

１．５

１．０

１．０

重要機器 一般機器

一般の施設

設置場所 機器種別

機　　器

防振支持の機器

水　槽　類

機　　器

防振支持の機器

機　　器

水　槽　類

防振支持の機器

水　槽　類

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下及び１階

耐　　　震　　　措　　　置

住宅局建築指導課監修）による。

建物の種別　（・特定の施設　　　・一般の施設）

１４．

共

１）設計用水平地震力

般

　　を用いたものとする。

２）耐火ケーブル（ＦＰ）及び耐熱ケーブル（ＨＰ）はシースに耐燃性ポリエチレン

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説・平成　年版」（建設大臣官房官庁営繕部監

修）によることとし、施工は「建築設備耐震設計・施工指針　平成　９年版」（建設省

記　　号
ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＥＭ－ＥＢＴ

ＥＭ－ＵＴＰ

仕　　　様

ＪＣＳ２７１Ａ（ＭＶＶＳ）に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの
ＥＢＴ（電子ボタン電話用ケーブル）に準じ、シースにＪＣＳ規格に
よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳＸ５１５０により、絶縁材にＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの
耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ２５８Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用い
たもの

完　　　成　　　図　　　等

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第２版）－建築設備編」によ

るほか監督職員の指示による。

工　　　事　　　写　　　真

施　　　工　　　図　　　等 施工図の原図及び陽画焼付図（１部）を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作

権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　　成されたものとし、次の記号及び仕様による。

１）ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構電　　　　　線　　　　　類

共通仕様書による完成図等を監督職員に提出する。　　　提出部数　　２　部

１０．

１１．

１２．

１３．

分　類　規　格

カラーサービス版

枚　数

　　枚

部　数

２　部

原版の大きさｍｍ

下記のものを原版とも監督職員に提出する。完　　　成　　　写　　　真　９．

引渡しを要するもの。　　※無　　・有

　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

引き渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

再生資源化を要するもの　※無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特別管理産業廃棄物　※無し　・有り（・ＰＣＢ使用機器　・　　　　　　　　　）

　　（・機器類　・配管材料　・金属類　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

発　生　材　の　処　理７．

※構内指示の場所に敷きならし

・埋戻し部分のＨ＝３００は、山砂類で行うこと。

残　　　土　　　処　　　分　８．

配　　　線　　　器　　　具

Ｌ　　Ｅ　　Ｄ　　灯

・防水形コンセントはプラグ付きとする。

・接地極付きコンセント（２Ｐ１５Ａ）はプラグ無しとする。

・ハイテンションアウトレットは次による　　・外部固定形　・上下動形

１）特記なき照明器具はＬＥＤ灯とする。２．

１．

電

灯

設

備

電　球　の　定　格　電　圧 白熱電球の定格電圧（非常用は除く）は１１０Ｖとする。３．

非常用照明の照度測定 設置した各部屋２箇所以上４．

照　　明　　制　　御５． 照度センサーによる照明制御回路は、制御調整を行い試験成績書を監督職員に提出する。

２．

１．

３．

４．

受　変　電　設　備　容　量

変　圧　器　移　動　車　輪

予　　　備　　　品　　　等

そ　　　　　の　　　　　他 モールド変圧器の表面は充電部とみなし、注意標識を取付ける。

共通仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

７５ＫＶＡ以上に取付

　　１５０　ｋＶＡ受

変

電

設

備

電　　　気　　　方　　　式

発　　電　　機　　容　　量

燃　　料　　小　　出　　槽 返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは、通過形接点とする。

　　４２　ｋＶＡ以上

・高圧　　・低圧

備

設

電

発 １．

２．

３．

大　地　抵　抗　の　測　定 工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表を監督職員に提出する。１．

設
備

避
雷

ローテンションアウトレット

電　話　機　へ　の　配　線

壁付き電話機との接続

保　安　器　用　接　地

　・２号ワイヤプロテクタ　１．５ｍ

　・多機能電話機　ＥＭ－ＥＢＴ　　０． ４　－２Ｐ　（※１５ｍ　・　　　　）

　・内線電話機　　ＥＭ－ＴＩＥＦ　０． ６５－２Ｃ　（※１５ｍ　・　　　　）

　・ボタン電話機　ＥＭ－ＥＢＴ　　０． ４　－２Ｐ　（※１５ｍ　・５ｍ　　）

卓上電話機１台につき平均次のものを見込む。

※モジュラージャック　　・電話用プレート　　・機器別途

※本工事　・別途工事

・ユニット形　・上下動形

２．

３．

４．

１．

構

内

交

換

設

備

増　　　　　幅　　　　　器 ・時報及び自動放送（体操放送等）はアッテネータを経由した回路とする。

　（一斉回路は路は使用しない）

・増幅器の入出力配線と外部配線（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

１．

備

設

声

拡

高圧ケーブルの屋外端末処理

施　　　工　　　方　　　法

地　　　　　中　　　　　箱

高　圧　負　荷　開　閉　器

標　　識　　シ　　ー　　ト

埋設深さ　特記なきはＧＬ－３００以上，舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

蓋の記号表示　鋳型流込み（・電力　・電気　・　　　）

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

・閉鎖形（・軽耐塩形　・重耐塩形）　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）

※別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・一般形　・耐塩形（※プレハブ形　・がいし形）

※高圧　・低圧

１．

２．

３．

４．

５．

構

内

配

電

線

路

施　　　工　　　方　　　法

地　　　　　中　　　　　箱

標　　識　　シ　　ー　　ト

埋設深さ　特記なきはＧＬ－３００以上，舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

・データ回線　・電話　・ＣＡＴＶ

蓋の記号表示　鋳型流込み（・通信　・　　　）

１．

２．

３．

構
内
通
信
線
路

テレビ電波受信障害調査時期

調　　　査　　　仕　　　様

調　　　査　　　機　　　関

図面に記載されていない事項は、すべて（社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建物による

テレビ受信障害調査要領」による。

※事前　・中間　※事後

テレビ電波障害の調査は、社団法人日本ＣＡＴＶ技術協会による。

１．

２．

３．

テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害

査
調

１．　機器取付高

機器取付高は下記を標準とする。ただし，天井高３ｍ以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と協議する。

名　　　　　称

電
力
共
通

電

話

取引用計器

引込開閉器

分電盤

スイッチ

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

動

力

電

灯

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱

電
気
時
計

拡
声

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

　　〃　　（土間）

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

身障者便所スイッチ

　　〃　　（和室）

壁付アウトレット

測　　点

地　上～窓中心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

〃

天井下～上　端

天井下～上　端

台　上～中　心

鏡上端～中　心

床　上～中　心

　　　〃

　　　〃

床　上～中　心

　　　〃

取付高（ｍｍ）

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

１，１００

　　３００

　　１５０

　　２００

　　２００

　　２００

２，０００～２，５００

２，１００～２，３００

１，８００～２，０００

１，８００～２，２００

　　８００～１，３００

　　３００

　　１５０

　　１５０

１，３００

　　１５０

１，５００

１，３００

１，３００

１，５００（上端１，９００以下）

表

示

イ

ン

タ

｜

ホ

ン

名　　　　　称 測　　点

ベル，ブザー，チャイム

取付高（ｍｍ）

　　２００

１，３００

１，３００

　　３００

　　２００

床　上～下　端

天井下～上　端

天井下～上　端

床　上～中　心

床　上～中　心受付押ボタン（一般）

壁付発信器

表示盤

電源箱

壁付インターホン（一般） １，３００床　上～中　心

１，１００〃　　〃　　（身障者）

　　３００

　　１５０

〃

〃

〃押ボタン（身障者便所）

壁付位置ボックス

　　〃　　（和室）

〃　　〃（モニター付） １，４００

〃　　〃　（カメラ付） １，１００～１，４００

火

災

テ
レ
ビ
共
同
受
信

自

動

　　２００

　　３００

　　１５０

床　上～中　心

床　上～中　心

〃

天井下～上　端

天井下～上　端ベル

発信機

機器収容箱

受信機・副受信機

分配器箱

　　〃　　（和室）

直列ユニット

機器収容箱

床　上～中　心

３００，９００

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００

２００

８００～１，５００

〃

〃

８００～１，５００

知

ガ

ス

知

検

　　３００

　　３００

　　３００天井下～中　心

天井下～下　端

床　上～上　端　〃（ＬＰガス）

検知器（都市ガス）

ガス漏れ中継器

報 表示灯 ２００〃

（Ｇ１６）（Ｇ２２）

（１６）　（２２）

（１９）　（２５）

ＩＥ１．６×２（１６） ＩＥ１．６×３（１６）

ＩＥ１．６×６（１６）

ＩＥ２．０×３（１６）

ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＥＦ１．６―２Ｃ＋ＥＥＦ１．６―３Ｃ

ＥＥＦ１．６―３Ｃ＋ＥＥＦ１．６―２Ｃ×２

ＥＥＦ２．０―２Ｃ＋ＥＥＦ２．０―３Ｃ

ＨＩＶ２．０×２（１９）

ＦＰ―Ｃ２．０―２Ｃ

ＩＥ１．６×４（１６）

Ｈ

ＦＰ

Ｆ６ Ｆ７

Ｆ２

Ｆ４

Ｆ３

Ｆ５

２Ｆ２ ２Ｆ３

２Ｆ４ ２Ｆ５

２．０
ＩＥ１．６×５（１６）

ＩＥ２．０×２（１６）

ＥＥＦ１．６―３Ｃ×２

ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＥＦ１．６―２Ｃ×２

ＥＥＦ２．０－２Ｃ

ＥＥＦ２．０―２Ｃ×２

※　図中配管配線で寸法記入のないものは，下記による。

イ．配管配線

厚鋼電線管を示す。

合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）を示す。

ねじなし電線管を示す。

ニ．ＥＭケーブルの表記は警報用及び同軸ケーブルを除き「ＥＭ－」を省略する。

ハ．配管

ロ．イのＥＥＦ１．６－２Ｃ×２はＥＥＦ１． ６－４Ｃを使用してもよい。

２．　配線図記号その他

の

他

そ

高圧交流遮断器

高低圧変圧器

高圧負荷開閉器

高圧限流ヒューズ

蛍光灯器具

分電盤

安定器

高圧進相コンデンサ

（実験盤を含む）

制御盤

据置ニッケル・カドミウム

　据置鉛蓄電池

陰極吸収式シール形

据置鉛蓄電池

共通仕様書の規定に適合するＬＥＤ器具（防爆照明器具、

防災照明器具は除く）。

共通仕様書の規定に適合するもの。

共通仕様書の規定に適合するもの。

ただし、高圧負荷開閉器については、過電流ロック形高圧

交流ガス開閉器（地中線用）を除く。

共通仕様書の規定に適合するもの。

（容量３００ｋＶＡ以下）

共通仕様書の規定に適合するもの。

適　　用　　範　　囲機　　材　　名

キュービクル式配電盤

品　　　目

高　圧　機　器

蓄　　電　　池

交流無停電

（ＵＰＳ）

照　明　器　具

盤　　　　　類

電源装置

アルカリ蓄電池

及び系統連系制御盤

共通仕様書の規定に適合するもの。太陽光発電装置

共通仕様書の規定に適合するもの。監視カメラ装置

共通仕様書の規定に適合するもの。

パワーコンデショナー

監視制御装置
装置
中央監視制御

４． 負　担　金　等

・

・ （・本工事　・別途）　　　　　　　　　　　円

（・本工事　・別途）　　　　　　　　　　　円

（消　費　税　抜　き）

３．　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（令和４年度版）による機材

（令和７年度）　．工　事　概　要

一

工事種目

建物別及び屋外

工事種目

電　　　灯　　　設　　　備

電　　　熱　　　設　　　備

避　　　雷　　　設　　　備

受　　変　　電　　設　　備

静　止　形　電　源　設　備

動　　　力　　　設　　　備

（　　印の付いたものが対象工事種目）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

屋　　外

棟

造造

棟

造

棟

造

㎡

重機格納庫　棟

造

工　事　名　称

工　事　場　所

床　面　積

（㎡）

階

階

階

階

階

㎡

消防法施工令辺別表第一の区分

小計

合計

敷　地　面　積

電気設備工事特記仕様書

千葉県木更津市

２４×３６  以上

日本財団災害対策拠点（千葉県木更津市）新築工事

  残度処分は場外搬出とし、適切に処理を行うこと。

電　　気　　錠　　設　　備

軽量鉄骨

１

事務所　棟

重機格納庫棟 事務所棟

株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野  隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団 電気設備

特記仕様書

９３．００ ５２．４４

E-01
A3:NS

A1:NS
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電気設備
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株式会社　地区計画コンサルタンツ
一級建築士事務所 第　　６０２０号
一級建築士　　　 第３２０５４１号　牧野  隆義 日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

公益財団法人 日本財団 重機格納庫灯

電灯配線図

1 2

3

4

A

B

車庫平面図 事務所平面図

先方分電盤

E-03
A1:1/50

A3:1/100

EM-IE 1.6Ｘ3(ﾚｰｽｳｴｲ）

EM-IE 1.6Ｘ4(ﾚｰｽｳｴｲ）

EM-IE 1.6Ｘ5(ﾚｰｽｳｴｲ）

EM-IE 1.6Ｘ6(ﾚｰｽｳｴｲ）

EM-IE 1.6Ｘ7(ﾚｰｽｳｴｲ）

EM-IE 1.6Ｘ3(E19）

EM-IE 2.0Ｘ3(E19）

レースウエイ

レースウエイ用ジョイントボックス

電灯分電盤（屋内露出型）

先方分電盤（屋内露出型）先方取付

埋込スイッチ 1P15AＸ2　新金属
露出1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽE19一方出

埋込コンセント 2P15AＸ2　新金属
露出1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽE19一方出

ジョイントボックス　丸型

2
防水コンセント 2P15AＸ2E　
露出1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽE19一方出

埋込コンセント 2P15AＸ1　新金属
露出1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽE19一方出

WP

換気扇　EFG-20KSB2(参考型番）
木枠　SUSフード付

特記なき配線他は下記による

WP

WP

WP

WP

2
2

EM-CET 14 E5.5
貫通部は保護のこと

EM-CET 14　E5.5(PF28)
電灯分電盤

-4

特記なきシンボル他は下記による

AS 自動点滅器　3A

AS

EM-IE 1.6Ｘ2(E19）



Ｗｈ

ＬＳＳ９－４－４８ＬＥ９

パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＢＦ２ＲＰ－１０ＬＥ１ パナソニック　ＮＮＹ２０３５３ＬＥ１

防犯灯　蛍光灯ＦＨＰ３２形相当

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防まつ型、明るさセンサなし、明光色
光束１０７０ｌｍ、消費電力９Ｗ、電圧１００Ｖ
昼白色、５５００Ｋ、Ｒａ８０、光束維持時間６００００時間（光束維持率８０％）
本体：ＡＳＡ樹脂（クールホワイト）
前面パネル：アクリル
保護等級：ＩＰ４４、雷サージ１５ｋＶ
電力会社申請入力容量９． ２ＶＡ

ＬＢＦ２ＲＰ－１０ＬＥ１

パナソニック　ＮＮＹ２０３５３ＬＥ１

防犯灯　蛍光灯ＦＨＰ３２形相当

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防まつ型、明るさセンサなし、明光色光束１０７０ｌｍ、消費電力９Ｗ、電圧１００Ｖ昼白色、５５００Ｋ、Ｒａ８０、光束維持時間６００００時間（光束維持率８０％）本体：ＡＳＡ樹脂（クールホワイト）前面パネル：アクリル保護等級：ＩＰ４４、雷サージ１５ｋＶ電力会社申請入力容量９． ２ ＶＡ

Ａ

Ｂ

Date

A3:NS
E-04A1:NS公益財団法人 日本財団?

日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事?

1 2

3 4

電灯設備

盤結線図・照明器具姿図

MCCB3P
50/30A

MCCB3P
50/30A

取引用計器
スペース

格納庫 事務所

CVT 38CVT 22

CVT 14

取引計器盤
屋外防水型
SUS　電柱取付

照明器具　姿図

MCCB2P  50AF/20AT

MCCB2P  50AF/20AT

MCCB2P  50AF/20AT MCCB3P  50AF/50AT

MCCB2P  50AF/20AT

MCCB2P  50AF/20AT

1Φ3W　210v-105v

CVT 14

照明

コンセント コンセント

換気扇

車庫電灯盤
屋内壁掛型



（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「●公共建築工事標準
　　　仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)」(以下、「標準仕様書」という。)、「●公共建築設備工事標準図
　　　(機械設備工事編)(令和4年版)」(以下、「標準図」という。）及び｢●公共建築改修工事標準仕様書（機
　　　械設備工事編)(令和4年版)」(以下、｢改修標準仕様書｣という。)による。
（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を
　　　適用し、下記の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の
　　　工事仕様は（　／　）図による。
２．特 記 仕 様
  　章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特　記　事　項

● 

一
般
共
通
事
項

２．工　事　仕　様
１．共 通 仕 様

章 項　　　目 ○
排
煙
設
備

５．指　定　部　分　　　● 無　　○ 有
６．設　備　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．工  事  種  目（●印を付けたものを適用する）

工　事　種　目
建物別及び屋外

１．工　事　概　要
仕様書（機械の部）

１．工 事 場 所

設計図
○
空
気
調
和
設
備

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

空気調和設備の当該項目による。

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

○ 低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）○アン
　グルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による。

○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。
取り付け箇所は図示による。

○ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の膨張
　 管の項による。
○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の膨張管の項による。
○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５
　 の排水管の項による。
○ 冷媒管の外装の種別は（ ○ 図示による　　○屋内露出：保温化粧ケース

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統
空気調和設備の当該項目による。

○
ガ
ス
設
備

○
消
火
設
備

●
給
水
設
備

○
衛
生
器
具
設
備

工事種別

　重要機器は次のものを示す。
　 ○ 給水装置　　○ 排水装置　　　　○ 換気機器　　○ 空調機器　　○ 熱源機器
　 ○ 防災設備　　○ 監視制御設備　　○ 危険物貯蔵装置
　 ○ 火を使用する設備　　○ 避難経路上に設置する機器　　○

○
厨
房
設
備

○
排
水
処
理
設
備

●
排
水
設
備

○
自
動
制
御
設
備

○ 保温及び消音
内貼り

保温○
チャンバー○
排気ダクトのシール○
ダンパー○
風量測定口○

ダクト○○
換
気
設
備

集　合　装　置○
転 倒 防 止 等○

○
給
湯
設
備

制御盤には（○ 給油ポンプ制御 ○ 満油警報 ○ 遠隔警報 ○ 電磁弁制御 ○ 返油
ポンプ制御 ○ 減油警報　○ 　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部
と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

○ 油面制御装置

(注)（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。
　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。
※上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層2階、１０～１２階
　建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階）
　中間階とは地下階,１階を除く各階で上層階に該当しないもの （平屋建の場合は無し）

（備考中の特定の施設，一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

鋼板製煙道 。るよに示図は置位の口定測量んじいばび及口除掃、手継縮伸○
○ 低圧ダクト（ ○ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

○ ダクト

○ 風量測定口 取り付け箇所は図示による。
（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で
　　　消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による｡
（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

○ チャンバー

（１）防煙ダンパー　　　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）
（２）ピストンダンパー　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

○ ダンパー
（１）冷温水管　　　　　　　　
（２）冷却水管
（３）油　　管
（４）蒸 気 管　　給気管　　　○
　　　　　　　　　還　管　　　○
（５）高温水管　　　　　　　　○
（６）膨張管,空気抜き管 　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）（SGP)
　　　ドレン管及び膨張タンク
　　　よりボイラ等への補給水管

○ 配管材料

配管材料●
（２）地中埋設配管　　　　　　　○
（３）その他の一般配管（上水）　○水道用硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VA)

水栓○ ○台所流し用の水栓は泡沫式とする。
○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。
　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

量水器●

量水器桝 形ＣＭ図準標 ○　）り取い買 ○　品与貸 ●（品定指者業事道水●●
弁類● ＪＩＳ又はＪＶ ● 水道直結部分（ ●１０Ｋ　○　　　　　　）　

　　　　　　　 ○ その他の部分（ ○１０Ｋ　○　　　　　　）
○ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

建物導入部配管 。るよに　)c( ○　)b( ○　)a( ○ の）領要管配収吸位変の部入導物築建（図準標○
○ 要（○ 別途工事　○ 本工事）　　○ 不要引込納付金等○

配管材料● （１）屋　　内　　汚  水  管　○排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管
　　　　　　　　　雑 排 水 管 ○配管用炭素鋼鋼管（白）（SGP)
                  通  気  管　○配管用炭素鋼鋼管（白）（SGP)

（２）屋　　外　　第一桝まで  ●排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管
　　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　桝　　　間  ○排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU)
　　　　　　　　　　　　　　　○
洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。
台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

洗面器等の排水管○

図示の箇所に取り付ける。満水試験継手○
○要（○別途工事　○本工事）○不要放流納付金等○

配管材料○ ○被覆銅管（CU)
ＪＩＳ又はＪＶ　（ ○ ５Ｋ　　　　○ １０Ｋ　　（図示部分））
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

弁類○

配管材料 )PGS（）白（管鋼鋼素炭用管配○ 般一　　栓火消内屋）１（○
　　　　　　　　　　地中 ○
（２）連結送水管　　一般 ○
　　　　　　　　　　地中 ○
（３）　　　　　　　　 　○

保温 ｅ ５.１.３編２第書様仕準標は管配出露外屋○ ２・（ハ）・Ⅶ による保温を行う。
建物導入部配管○ 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）○ (a)　○ (b)　○ (c) による。

絶縁継手○
配管の溶接接合○ 溶接部の非破壊検査　　　○ 要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地中埋設標等○ （１）地中埋設標　　　　○ 要（図示の箇所）　○ 不要
（２）埋設表示用テープ　○ 要（排水管を除く）○ 不要

保温○ ○ 屋外露出部（○給水管　○消火管　○膨張管　○ドレン管　○　　　　　○　　　　
　 弁類を含む）は防凍保温を行う。仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.５
　 とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０ｍｍ、呼び径３２以上のもの
　 は４０ｍｍとする。
○ 共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　）
　 を適用する｡
○ 多湿箇所は下記の場所とする｡(天井内共多湿箇所とする。)
 （○ 浴室（ユニットは除く）  ○ 脱衣室  ○            ○              ）
○屋内露出（○ 実験室　○　　　）の保温外装は（○ ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　○　　　）とする。

塗装○ 下記の機器及び部材は、塗装を行なう。
○ 屋外露出（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
○ 屋内露出（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカッターを用いる｡
はつり○

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。電線類○

○ 工事写真
・完成図等

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領（平成24年版）」による。
完成図の詳細は現場説明書による。

● 本工事（調整項目は下記のものとする｡）
○ 風量調整　● 水量調整　○ 室内外空気の温湿度の測定　○ 騒音の測定
○ 別途とする。

● 総合調整

● 電源周波数 ● ５０Ｈｚ　　　○ ６０Ｈｚ
● 容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。
耐震措置 築建人法政行立独・所究研合総策政術技土国省通交土国「てべす、は等定固の器機備設○

研究所監修の建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」により行う。ただし、設計用
地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度ＫＨ及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ ／２ ）
を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設計用水平震度

設置場所

上層階
屋上及び塔屋

重要機器

中間階

１階及び地下階

一般機器 重要機器 一般機器
特定の施設 一般の施設

耐震安全性の分類

2.0
(2.0)

1.5
(2.0)

1.5
(1.5) (1.5)

(1.0) (1.0)

1.0

0.61.0

1.5
(2.0) (1.5)

1.0

0.6
(1.0)(1.5)

1.0

0.6
(1.0) (0.6)

0.4

<2.0> <1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<0.6>

<0.6>

<1.0>

設計用温湿度○

○ 配管施工（配管工事）　　○ 建築板金施工（ダクト製作および取付け）
○ 熱絶縁施工（保温工事）　○ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

技能士の適用○

監督員事務所 るけ設 ○　　　いなけ設 ○○
工事用電力・水
・その他

。るすと担負の　　　てべす、は用費のどな続手諸び及水、力電用事工な要必に事工のこ○
工事用仮設物 いなきで ○  　るきで ○　　がとこるくつに内構○
足場・さん橋類 。るきで用使で償無はのもたし置定が　　　係関の約契別 ○○

○ 本工事で設置とする。
○ 改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。
　　　○ 内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）
　　　○ 外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

湿度(RH)湿度(RH)
夏期
冬期

温度(DB)
℃
℃

外　　気
湿度(RH)
５０％
４０％

一 般 系 統

２８℃
１９℃

温度(DB)
％
％

温度(DB)
℃
℃

％
％

℃
℃

温度(DB)
％
％

湿度(RH)

屋　　　　　　　　　内

設備方式 ○排水再利用　○厨房除害　○浄化槽○
仕様等 。るよに示図○

○ 引込負担金等 ○ 要（○ 別途工事　　○ 本工事）　　○ 不要
○ 電 気 防 食 ○ 要　　○ 不要
漏洩検知装置 要不 ○　　要 ○○

○ 本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）ガス漏れ警報器○

メ　ー　タ　ー ））り取い買○は器信発スルパ（式スルパ○　式読直○（）品与貸（ーターメ親 ○○

配管材料 。るよに定規給供の者業事スガ　　スガ市都 ○○
○ 液化石油ガス　（１）一般
　　　　　　　   （２）地中

充 て ん 容 器 本　　×）　　　　　　　○　　　　　　○　　ｇｋ０５○（途別○

○ ガス種別 ○ 都 市 ガ ス （供給者名：　　東京ガス　　発熱量　　　45　　　ＭＪ/ｍ ３（Ｎ））
○ 液化石油ガス

機器の機能等 。るよに示図○
厨房用熱源○ 図示による。

手洗器は止水栓付とする。洗面器○
○ 設ける（ピット内は除く）　　○設けない和風大便器耐火ｶﾊﾞｰ○
水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。衛生器具付属水栓○

○ ｼｽﾃﾑ構成その他 図示による。

○ ダクト ○ 亜鉛鉄板　　○
○ 図示による排煙口の形式○

○排煙口手動開放装置 ○ ワイヤー式　○ 電気式（遠隔操作　○ 不要　○ 要）
（開放及び復帰方式）
○ 排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書平成２０年度版((財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙

風量の検査方法に準ずる。

ドライシステムシステム○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　○

運転操作説明板 を板の製脂樹ルリクアたい書を目項検点期定な要重び及方い扱り取の等器機、図統系○
機械室に設ける。説明板の大きさは、約　　ｍ

○ 電気保安技術者 工事現場におく電気保安技術者は、関東地方整備局制定の国土交通省関東地方整備局
営繕工事事業用電気工作物保安規定第５条に定める工事担当技術者の職務を補佐し、
電気工作物の保安業務を行うものとする。

機材の承諾図○ 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の機械設備工事機材承諾図様式集

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　ｃｍ）構内道路は（　　　ｃｍ）以上とする。管の埋設深さ

○ 電気計装用機材 使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１
の使用する電線類の規格による。（機器、盤類は除く）
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

衛生器具ユニット○ ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

○ 合成樹脂製　○ 人造石とぎ出し製水栓柱
○
○

○ 室内空気中の化学
物質の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル
ベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督職員に報告する。
測定はパッシブ型採集機器により行う。
　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　・
　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　・

○
撤
去
工
事

撤去内容 。るよに示図は容内去撤 ○○
○

発生材の処理 ○ 引き渡しを要するものは、金属類（ ○ 機器 ○ ダクト ○ 配管 ○ その他の金物），
　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。
○ 特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。
○ 再生資源化を図るもの　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。
○ 引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とし、搬出費及び処分費は別途とする。
○ 建設リサイクル法における再資源化等を行う特定建設資材の構外搬出処理を本工事とする。　

○

○ 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。
○ ６５A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

ＪＩＳ又はＪＶ　（ ○ ５Ｋ　　　○ １０Ｋ　）

○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○ 弁類

○ 埋め戻し土・盛土 ○ 根切り土の中の良質土　 ○山砂の類

○ 建設発生土の処理

● 機材等 （１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上の
　　　ものを使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものと
　　　する場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。
（２）別表－１に示す材料・機材等の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満
　　　たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評
　　　価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。
　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
　　３）安定的な供給が可能であること。
　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能する
　　　　ものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられてい
　　　　ること。

● 化学物質を放散
させる機材等

別表ー１
機　　　　材　　　　等

吊り及び支持金物○ （○ 槽内　○　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。
施　工　調　査● ●改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２によるほか、下記による。

　　　　　事前調査
　　　　　調査項目　　●　既存資料調査、配管ルート
　　　　　調査範囲　　○ 　図示　　○
　　　　　調査方法　　○ 　図示　　○

試　　　　　 験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

ア　ン　カ　ー 既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。天井仕上区分○

○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仕様は別図による。浴室ユニット○

○ 全熱交換ユニット用の　　　　　　　　（○保温範囲及び仕様は図示による。○　　　）

○（○ 厨房　 ○ 湯沸室　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・(イ)・Ⅸ）とし
 範囲は図示による。

○ 還りダクト（ＲＡダクト）（保温範囲は、○図示による。○　　　　　　　　）
○ 外気取入れダクト（ＯＡダクト）（保温範囲は、○図示による。○　　　　　　　　）

（１）給水引込管（直結部分）は水道事業者の指定による（ ○　　　　　　　　）

（平成２２年版）

取り付け箇所、仕様は図示による。

洋風便器、小便器、洗面器及び掃除用流しとの接続管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）とする。

　　　　　　○配管用炭素鋼鋼管（白）（SGP)
　　　　　　○
　　　　　　○

環境への配慮●

（●印を付けたものを適用し、○印のものは適用しない。）

報告の様式等は現場説明書による。

○はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

（２）グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関

○
雨
水
利
用
設
備

○ 設備方式 図示による。
○ 配管材料 ○

                  ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ排水管

弁類 ））分部示図（　　Ｋ０１ ○　　　　Ｋ５ ○ （　ＶＪは又ＳＩＪ○○ 全熱交換ユニット用の　　　　　　（○保温範囲及び仕様は図示による。○　　　　　）

　　　　　　　　によるほか、監督職員の指示による。

受注者

受注者

外気取入れダクト
排気用ダクト

　○

（１）国等による環境物品等の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）の
　　　特定調達品目の判断基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（
　　　　　　）」による。ただし、東日本大震災の影響により、特定調達品目の使用が困難
　　　な場合には、監督職員と協議するものとする。

　　　する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り
　　　簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配慮されていること。」）
　　　に留意すること。

○
○

本工事の建築物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の１）から４）を満たすものとする。
１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断
　　熱材、塗料、仕上げ塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が
　　極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応
　　じた材料を使用する。
２）接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使
　　用する。
３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ　-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ　-２-エチルヘキシル等
　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムア
　　ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料
　　を使用したものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
　　規制対象外
　　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホ
　　　　ルムアルデヒド発散建築材料以外の材料
　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受
　　　　けた材料
　　第三種
　　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散
　　　　建築材料
　　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受
　　　　けた材料

○ 子メーター（買い取り）（○直読式　○パルス式）
なお、パルス式は、直読式にパルス発信器を備えたものとする。

● 親メーター（貸与品）（●直読式　○パルス式）
○ 子メーター（買い取り）（○直読式　○パルス式）
なお、パルス式は、直読式にパルス発信器を備えたものとする。

平成２４
年２月

日本財団災害対策拠点(千葉県木更津市)新築工事

千葉県木更津市笹子字林崎５８９番３の一部

○　空 気 調 和 設 備
●　換　 気　 設　 備
○　排　 煙 　設 　備

○　衛 生 器 具 設 備

○　ガ　 ス 　設 　備
○　排 水 処 理 設 備

○  自 動 制 御 設 備

●　給　 水 　設 　備
●　排　 水 　設 　備
○　給　 湯 　設 　備
○　消　 火 　設 　備
○　厨　 房 　設 　備

○　雨 水 利 用 設 備
○　撤　 去　 工　 事

（７）冷媒管 　　　　　　 　　○冷媒用被覆銅管

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　○屋外露出：ステンレス鋼板　　　　）

○　動　 力 　設 　備

○
計
測
検
証

計測内容 。るよに示図は等容内測計 ○○
○計測対象は新設するRR-2-1チラーのみとする。

検証作業 ○ 工事完了翌年の1年間、計測検証業務を行い、エネルギー使用状況の確認・省エネ運転方法の
　立案を行い、最適なチラー運用を提示する。
○ 上記内容に関しては、3ヶ月に1度、報告会議を開く。

○

○　計　 測　 検　 証

一式

２．工 事 期 間 2026年2月10日　　～　　2026年5月10日
３．建 物 概 要

別 表 第 一
消防法施行令建物名称 構造 階数 延べ面積

（ｍ２） 備考

一式

一式

地上1階建て 300.00㎡
93.00㎡
51.81㎡

申請建物①：テント

申請建物③：事務所
申請建物②：重機格納庫

膜構造(鉄骨造)
軽量鉄骨造
軽量鉄骨造

地上1階建て
地上1階建て

M-001



備  考　Ｈ　深　さ（参考）サ　イ　ズ桝　　種記　号

桝 リ ス ト

３００×３００雨水浸透枡 １７０８Ｈ１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

１、管底深さは参考深さとし、現場にて敷地形状に合わせてレベル調整すること。
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40

雨水枡 ３００×３００ ３００Ｈ 塩ビ製蓋

名称 質材ズイサ 型番

水栓柱

水栓パン

水栓蛇口

二口水栓蛇口

ワンタッチニップル

70×940×70

550×133×410

PVC

PP

本体：青銅

ハンドル：黄銅

黄銅 KS-SJN01

KS-SJ04

KS-SJ03

KS-GDP03P-WH

KS-SC04P-WH

材質

2

2

2

2

2

既設側溝接続図

既設側溝（U6 00）
雨水配管（15 0A）

浸透枡・浸透トレンチ　詳細図

浸透桝

浸透トレンチ

地流し・水栓柱
※排水は車庫周囲の砕石帯に放流(設備工事)

※　給水配管が貫通する箇所は浸透トレンチの砂利を無しとする

既設側溝へ放流

オーバーフロー配管 150A

給水本管100φ

－
50A

給水本管より分岐

50A

20A

20A

M-002給排水設備図



<特記事項>
（1）片吸込形は省エネ形ベルト駆動とする。

（6）屋外設置機器は水抜きを設けること。

（2）ファンモーターは高効率仕様とする。（小型遠心形等の直動形を除く）
（3）特記なき防振吊は、防振ゴムとする。
（4）ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ防振は振動絶縁率80％以上とする。
（5）発電機電源は●は防災電源、○は保安電源を示す。

仕      様 電 源 容 量
起動
方式

発電機
電源 台数 設置方式

防振
装置

設  置  場  所 備      考記　号 　名　称 形　　式 系　　統 形番 風量 静圧 φ V WＮＯ.（m3/h）（Pa） 階 室    名
― 15 直入1 100EF-1 排風機 有圧扇(電動ｼｬｯﾀｰ） 375 4 格納庫 【三菱電気】EFG-20KSB2-P格納庫 10 ― ― 1―

1
EF

1
EF

1
EF

1
EF

M-003重機格納庫換気設備図
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